
大 会 長 ご 挨 拶

一般社団法人 日本老年歯科医学会第37回学術大会

大阪大学大学院歯学研究科

有床義歯補綴学・高齢者歯科学講座 教授

大会長 池邉 一典

　 このたび、日本老年歯科医学会第37回学術大会の大会長を拝命いたしました大阪大学の池邉一典

でございます。本学術大会は2026年6月12日（金）から14日（日）までの3日間、大阪国際会議場（グラン

キューブ大阪）にて開催します。2026年には大阪・関西万博が開催され、世界中から人・情報・技術が集

まりました。その熱気と交流の余韻が残るこのタイミングで、本学術大会を開催できることは非常に意義

深いことと感じております。万博のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」が示すように、高齢者の口腔

健康を支える老年歯科医療の未来もまた、いのちと幸福を輝かせるものでなければなりません。

　本大会のテーマは、「たべるよろこび　つづくしあわせ」といたしました。いくつになっても「自分の口でお

いしく食べる」ことは、皆の願いであり、その実現はまさに歯科医療が果たすべき大きな使命だと考えま

す。「食べる」という営みは、単に栄養を摂るだけでなく、心の豊かさや人とのつながり、日々の楽しみや喜

びを支えるものでもあります。本テーマには、そうした「食べる」ことの多面的な価値を改めて見つめ直し、

長く続く幸せにつなげたいという願いを込めました。

　本大会では、European College of Gerodontology（ECG）から著名な先生方をお迎えし、国際的

なJoint Sessionを併催いたします。金曜日のECGセッションに始まり、土・日曜日には日本老年歯科医

学会の多彩なプログラムを展開します。特に土曜日には、本学会セッションに加え、ECGセッションも開催

予定で、5つの会場を用いた活発なプログラム展開を予定しております。また、土曜日の夜には、リーガロ

イヤルホテル大阪にて会員懇親会も開催いたします。学術的な交流だけでなく、久々の再会や新たな出

会いの場としてもお楽しみいただければ幸いです。

　大阪は、古くから「天下の台所」として栄え、たこ焼きやお好み焼きに象徴される庶民の味から、繊細な

割烹料理まで、幅広く奥深い食文化が根付いた街です。また、ユーモアと温かい人情にあふれた土地柄

も、大阪の魅力のひとつです。どうぞ本大会を通して、学術的な刺激とともに、この地ならではの「食」と

「人のぬくもり」にも触れていただければと思います。

　多くの皆さまのご参加を心よりお待ち申し上げております。
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お知らせとお願い

●学術大会参加の方へ

1. 会期

2.  会場

現 地 会 場 開 催 期 間 ： 2026年 6月12日（金）～14日（日）

オンデマンド配信期間 ： 2026年 6月29日（月） 17時～8月15日（土）17時

大 阪 国 際 会 議 場 （ グ ラ ン キ ュ ー ブ 大 阪 ）

〒 5 3 0 - 0 0 0 5  大 阪 府 大 阪 市 北 区 中 之 島 5 丁 目 3 番 5 1 号

3.  服装(ドレスコード)

会期中は演者・座長としての登壇も含めまして軽装(ノーネクタイ・ノージャケット)での

ご参加をお願いします。 皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

4.  参加登録

(1)事前参加登録期間：2026年 6月2日（火）正午まで

　　直前・当日登録期間：2026年 6月2日（火）正午～2026年8月15日（土）正午

（3）領収書：参加登録とお支払いののちWEB上の参加登録システムよりダウンロードいただきます。

（5）情報交換会（懇親会）にお申し込みの方は、ネームカードを折り曲げると裏面にあたる部分にお申込み

     内容が記載されます。情報交換会受付でご提示いただくことになりますので、必ずお持ちください。

     なお、参加登録後に情報交換会のみ追加でご登録いただいた方は、別途個別にご案内いたします。

（4）ネームカード：6月1日（月）より参加登録システムよりダウンロードいただけるようになります。

「当日登録」は、現地会場にお越しいただいた場合も、直前参加登録と同じく、

オンライン登録・ご決済をお願いすることとなります。

WEBからのオンライン登録、決済をお済ませの上、ご来場ください。

5.  当日の参加受付開設場所・時間

(1)開設場所：10F  中央ホワイエ

(2)開設時間：

（2）参加登録方法：学術大会ホームページの参加登録システムよりご登録ください。

　　 直前・当日登録ではオンラインクレジット決済のみご利用いただけます。

会場にお越しになる際は、ネームカードを印刷の上、必ずご持参ください。

本学術大会プログラム集（先着順、なくなり次第配布終了）及びネームカードケースは参加受付にてお

渡しいたします。事前送付はございません。

※参加登録操作とお支払いがお済で、ネームカードのダウンロードができなかった方、忘れてしまった

方は総合受付の「参加登録確認窓口」にて申告してください。登録記録を確認の上、白紙のネーム

カードとネームカードケースをお渡しいたします。確認にお時間を要する場合もございますので、お時

間に十分な余裕をもってお越しください。

※本学術大会の参加登録で、ECG-JSG 10th Anniversary International Symposiumへの

   ご参加も可能です。

6月12日（金）12時00分～17時00分

6月13日（土） 8時15分～16時30分

6月14日（日） 8時30分～15時00分
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6.  参加登録費

7.  ランチョンセミナー

今年のランチョンセミナーは現地での整理券方式ではなく、事前お申込み制となります。参加登録いただ

いた皆様にお知らせしている事前申込期間にお申込みをいただき、当日はお申込みいただいたランチョン

セミナーの会場前まで直接お越しください。

ランチョンセミナー開始5分後には無効となりますのでお時間に余裕をもってお越しください。

＜ランチョンセミナー入室方法＞

ランチョンセミナーお申し込み時のお申し込み完了メールを提示の上、ご入室ください。申込完了メール

がすぐに見つからない方は、会場前に掲示する参加者ログインサイトのQRコードからログインし、お申込

み内容の確認画面をご提示ください。詳しい手順は6月10日頃にHPに掲載いたします。

8.  クローク

(1)開設場所：大阪国際会議場 10F 1010

(2)開設時間： 6月12日（金）12時00分～18時30分

6月13日（土） 8時15分～18時30分

6月14日（日） 8時30分～16時30分

※貴重品PCのお預けはご遠慮願います。

※日付をまたいでのお預かりはできませんので、

　 いずれの日もクローク終了時間までに

　 荷物をお引き取りください。

10.  商社展示・書籍展示

・商社展示展示場所：10F 1004-1009、エスカレーター前ならびに12F特別会議場前ホワイエ

・書籍展示展示場所：10F 中央ホワイエならびにエスカレーター前

9.  情報交換会(懇親会)

(1)日時：2026年 6月13日（土）18時30分開宴

(2)会場：リーガロイヤルホテル大阪 ウエストウイング2F （学術大会会場となり） 「山楽の間」

*1 一般社団法人老年歯科医学会会員の方は、正会員（医師・歯科医師）又は、正会員（医師・歯科医師以外）でお申し込みください。

※課税対象区分における表示価格は、税込み金額です。

※一般社団法人日本老年歯科医学会会員の方は参加登録の際、会員番号の入力が必要になります。

※参加費の課税対象について：会員は不課税、非会員は課税（税率10％）対象です。また情報交換会は課税（税率10％）対象です。

※課税対象区分における表示価格は、税込み価格です

※現在未入会の方が正会員で事前参加登録を希望される場合は、事前参加登録の前に入会手続きを行ってください。

※学部学生・専門学校学生・臨床研修歯科医師には大学院生は該当しません。

   学生でお申し込みの方は、運営事務局あてメール添付で学生証のご提出をお願いいたします。

※臨床研修歯科医師証明書は大会HPからダウンロードできます。提出は運営事務局（ jsg37@intergroup.co.jp ）まで

   メール添付でお送りください。

※大阪府歯科医師会、大阪府歯科衛生士会、大阪大学歯学部同窓会の会員の区分でお申込みいただいた方は、会員確認を目的として

   各会事務局にお名前・ご所属のご提供をさせていただく場合がございますので、ご了承の上お申し込みください。

※事前にお申込みをいただいていない場合でも、当日キャンセルなどでお席に余裕がある場合は、お席をご案内できる可能性がございます。

　 会場前の「キャンセル待ち」の列にお並びください。セミナー開始5分後より入室のご案内が可能となります。

参加区分

正会員（医師・歯科医師）

税区分

不課税

直前・当日登録

17,000円

事前登録

15,000円

正会員（医師・歯科医師以外） 不課税14,000円12,000円

学部学生・専門学校生・臨床研修歯科医師 無料（証明書要提出）

非会員 課税（税率10％）22,000円19,800円

大阪府歯科医師会会員かつ老年歯科医学会非会員
※1 課税（税率10％）17,000円15,000円

大阪府歯科衛生士会会員かつ老年歯科医学会非会員
※1 課税（税率10％）14,000円12,000円

大阪大学歯学部同窓会会員かつ老年歯科医学会非会員
※1 課税（税率10％）17,000円15,000円
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13.  マスク着用等について

(参加者の皆様)

注1）QR コード表示時間は5～10 分程度です。表示時間が過ぎますと受付終了となります。

　　　登録受付終了後の自己申告による加点はいたしません。会員番号、氏名等の登録情報を間違えた場合は加点されません。

注2）単位加点・参加記録 登録方法は状況により変更になる場合がございます。

　　　 学術大会ホームページおよび会場内のアナウンスをご確認ください。

注3） QR コード読取端末（スマートフォンやタブレット等）やオンデマンド視聴端末（パソコンやタブレット等）は参加者自身で準備し、

　　　 利用当日に不具合がないようにあらかじめ確認をお願いします。

11.  ECG-JSG 10th Anniversary International Symposiumについて

6月12日（金）～13日（土）は、第1会場となる12階特別会議場にて、ECG-JSG記念シンポジウムが開

催されます。

日本老年歯科医学会第37回学術大会に参加登録いただいている皆様は、記念シンポジウムにもご参加

が可能です。詳細ならびにPoster Presentation Abstract Bookは以下のQRコードよりご覧くださ

い。第37回学術大会のHPでも左メニューにリンクがございます。

6 月 1 2 日 （ 金 ） 1 7 : 1 5 か ら は 、 国 を 超 え て の 交 流 が お こ な え る I n t e r n a t i o n a l  

Networking Reception Sponsored by LOTTEを12階ホワイエにて開催します。参

加自由です。大阪ならではの軽食もご用意しております。是非ご参加をお待ちしております。

会場内でのマスク着用の規制は行いません。ご自身でご判断ください。

ただし、体調不良の方はマスク着用などのマナーをお守りいただき、現地参加の取り止めもご検討ください。

(座長・演者の皆様)

感冒様症状等がなければ、発表ご登壇時はマスクをつけないことを推奨いたします。

14.  オンデマンド視聴について

オンデマンド配信期間 ： 2026年 6月29日(月)17時～8月15日(土)17時

学術大会ホームページ内「オンデマンド視聴方法」ページに注意事項・リンクを掲載します。

視聴のID、PWはメールなどでご連絡いたします。

12.  AI通訳サービスについて

6月12日（金）～14日（日）の会期を通して、第1会場のプログラムにAI通訳サービスが入ります（ランチョン

セミナーを除く）。

当日、会場スクリーンでご案内するQRコードを読み取っていただくことで、ご自身のスマートホン等の端末

から訳をご覧いただくことが可能です。是非ご利用ください。

※オンデマンド配信プログラムは6月12日（金）〜6月14日（日）の会期を通し、第1会場および第3会場・　 

　 第4会場にて実施のプログラムとなります。第2会場でも一部のセッションが対象となりますので、詳しくは

　 p.10の日程表をご覧ください。

※課題口演、一般口演、ランチョンセミナー、スポンサードセミナー、ハンズオンセミナー、ポスター発表プログラ

　 ムはオンデマンド配信いたしません。

15.  単位取得について

2026年度第37回学術大会

【1】認定制度単位加点参加記録登録方法について

下記にて登録された記録はOHASYS(会員登録情報閲覧・研修履歴)に反映されます。

OHASYSへの反映は,オンデマンド配信終了から約1か月後となります。

学術大会参加記録 ※1

会場参加
QR コードを掲示

※受付付近

講演終了時に会場のスライドにQRコードを表示

ポスタープログラムは、該当プログラムの

プレゼン時間のみ会場にQR コードを掲示します。

オンデマンドサイト

配信サイトでご案内
講演終了後に視聴画面にQR コードを表示オンデマンド

該当プログラム
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16.  写真撮影について

会場におけるカメラ・ビデオ撮影(カメラ付き携帯電話を含む)録音等は講演者や発表者の著作権保護や対

象者のプライバシー保護のため、禁止させていただきます。各会場内ではスマートフォン・携帯電話などの音

の出る機器は必ず電源を切るか、マナーモードの設定をお願いします。

プログラム中の通話は禁止させていただきます。

17.  「口腔機能実地指導」対象研修について

現地では、日本老年歯科医学会または日本小児歯科学会会員の歯科衛生士限定のプログラムとなります。

詳しくは大会HP「プログラム」ページの「口腔機能実地指導研修のご案内」をご覧ください。

日本歯科医師会生涯研修単位について

1.会場参加の方 学術大会会場内でご案内いたします。

2.オンデマンド配信を視聴の方

オンデマンド配信サイトでご案内いたします。

日本歯科衛生士会認定歯科衛生士関係

1.学術大会参加記録 前出※1をご参照ください。

2.歯科衛生士シンポジウム参加記録／現地聴講のみ

シンポジウム終了後の一定時間内に会場内スライド掲示によるQR コードで登録受付いたします。

※受講票（紙）の配布はございませんのでご注意ください。

【2】認定制度委員会指定研修該当プログラム

■学術大会参加単位10単位(更新時)

■認定制度委員会指定研修該当プログラム　各2単位(更新時)

上記【1】の「単位加点参加記録登録方法について」を必ずご確認ください。

※新規申請予定者の学術大会および指定研修への参加回数にカウントされます。

※認定資格者の更新単位加算になります。

※参加記録にもなりますので申請準備中の方もご確認ください。

【3】専門医申請者研修該当プログラム

本プログラムは、専門医制度研修機関に所属しない認定医で専門医申請を目指す方を対象にしております。

※更新のための単位にはなりません。

※★オンデマンド視聴による参加記録が可能です。

   p.4の【1】の「単位加点参加記録登録方法について」を必ずご確認ください。

6月12日(金)　○認定医審査ポスター

■医療倫理研修　4単位(更新時)　＊専門医または指導医の申請時 医療倫理研修に該当します

6月13日(土)　○臨床研究を始める前に知っておきたい研究倫理の基礎知識（企画講演：倫理委員会）★

■研修項目「歯科訪問診療」

6月14日(日)　ベーシックセミナー（歯科訪問診療における多職種連携）★

■研修項目「老化と身体」

6月13日(土)　特別講演1（「老化に挑む」最新研究）★

■研修項目「高齢化と社会」

6月13日(土)　2040年を見据えた地域歯科医療のシステム化（学術用語委員会シンポジウム）★

■研修項目「摂食嚥下リハビリテーション」

6月14日(日) 地域の摂食嚥下障害患者を支える，摂食機能療法歯科医師のプレゼンス

（摂食嚥下リハビリテーション委員会シンポジウム）★

6月13日(土)　◯「歯がいい人は丈夫で長生き」を科学する（大会長講演）★

　　　　　　　　　 ◯ のどフレイルとオーラルフレイル（日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会　共催）

                     （企画講演：「のどフレイル」関連企画）★

6月14日(日)　○アジアにおける老年歯科医学の現状とこれから（渉外委員会シンポジウム）★

　　　　　　　　　 ◯行政とアカデミアが連携して拓く地域包括ケア（大会校シンポジウム）★
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大阪国際会議場（グランキューブ大阪） 〒530-0005 大阪市北区中之島5丁目3番51号

TEL：06-4803-5555（代表） FAX：06-4803-5620

■関西国際空港から

　 JR大阪駅・淀屋橋駅まで

大阪国際会議場へのアクセス
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前

日
千

大阪メトロ
四つ橋線

大阪メトロ
御堂筋線 大阪メトロ

千日前線

●JR 関空特急（はるか）で JR「天王寺

駅」にて大阪メトロ御堂筋線に乗り換

え、「淀屋橋」駅まで約51分

●空港リムジンバスでJR「大阪駅」まで

約60分

■大阪国際空港（伊丹）から

   JR大阪駅・淀屋橋駅まで

●空港リムジンバスでJR「大阪駅」まで

約30分

●大阪モノレールで「千里中央駅」まで

約12分、大阪メトロ御堂筋線に乗り

換え、「淀屋橋駅」まで約25分

■新幹線（新大阪駅）から

   淀屋橋駅まで

●大阪メトロ御堂筋線「新大阪駅」より

「淀屋橋駅」まで約10分

■淀屋橋駅から

   大阪国際会議場まで

●「淀屋橋駅」より京阪中之島線

　 「大江橋駅」まで徒歩約8分、

　 京阪中之島線「大江橋駅」より

　 「中之島駅」まで約4分。

　 「中之島駅」から徒歩約1分

■大阪国際会議場

   周辺アクセス

●JR「大阪」駅西側（桜橋口すぐ高架下

南寄り）より、リーガロイヤルホテル行

き無料シャトルバスで約15分

●JR「大阪駅」駅前バスターミナルか

ら、大阪シティバス【53系統　船津橋

行】または【55系統　鶴町四丁目行】

で約15分、 「堂島大橋」バス停下車

すぐ

●JR 環状線「福島駅」から徒歩約10分

●JR 東西線「新福島駅」【2番出口】か

ら徒歩約10分

●阪神電鉄「福島駅」【3番出口】から　

　　徒歩約10分

リーガ
ロイヤル
ホテル
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小間番号 企業名小間番号 企業名

4342 44

4647 45

37

32

ECG

ECG

ECG

ECG

31

13

ECG

4540
39

38

7

6

1

12

書籍② 書籍①

エスカレーター前

1 ORKAホールディングス株式会社

2 株式会社べテル

3 株式会社フードケア

4 アサヒグループ食品株式会社

5 サンスター株式会社

6 パナソニック株式会社

8 株式会社 松風

9 株式会社ジェイ・エム・エス

10
株式会社ロッテ

11

12 バランス株式会社

13 株式会社ナカニシ

14 ウエルテック株式会社

16 一般社団法人 日本訪問歯科協会

17 雪印ビーンスターク株式会社

15 株式会社ヨシダ

18 株式会社mil-kin

19 UHA味覚糖株式会社

20 日本歯科薬品株式会社

21 ジャパンクオリティ株式会社

22 株式会社 伊藤園

23 株式会社村田製作所

24 亀水化学工業株式会社

25 ライオン歯科材株式会社

26 株式会社モリタ

27 江崎グリコ株式会社

28 marubun＆Co.株式会社

30 メディア株式会社

31 森永乳業クリニコ株式会社

32 シャボン玉石けん株式会社

33 株式会社ビーアンドエス・コーポレーション

29 Haleonジャパン株式会社

小間番号 企業名

書籍③ 株式会社デンタルダイヤモンド社

書籍④ 株式会社 永末書店

小間番号 企業名

書籍① 株式会社デンタルダイヤモンド社

書籍② 株式会社 永末書店

34 RxGuards

35 シャープ株式会社

36 酒田米菓株式会社

37 P&Gジャパン合同会社

38 株式会社吉野家

39 株式会社アイキャット

40 愛知製鋼株式会社

41 株式会社ジーシー（老年歯科）

42

長田電気工業株式会社

44

43

45 株式会社WWC

46

47
株式会社ジーシー（ECG）

商社展示／書籍展示一覧

便所
便所

男性トイレ

第 3 会場

第 1 会場

10F 12F

ECGポスター
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6月12日（金） 一般社団法人 日本老年歯科医学会 第37回学術大会  日程表

第１会場（ECG-JSG Symposium）
第2会場

12F 1202
178

Oral Sessions ECGポスター

会議場前ロビー12F特別会議場
350 ー

ポスター会場 商社展示 受付

摂食・嚥下ポスター 認定医ポスター
第3会場

9：00-12：00

9：50 集合

理事会

12:10-12:40

新理事会

12:00-13:20

ポスター掲示

12:00-13:20

ポスター掲示

13:20-14:30

ポスター展示

13:20-14:30

ポスター展示

13:00-17:00

商社展示

協賛社設営

12:00-17:00

受付

14:30-16:10

摂食機能療法

専門歯科医師

審査ポスター

〈プレゼン〉

14:30-16:10

認定医

審査ポスター

〈プレゼン〉

13:00-14:00

認定医試験

16:30-17:00

認定制度委員会

10：00-13：45

摂食機能療法
専門歯科医師

指定研修

13:00-13:15
Welcome Address

12:00-13:00
Poster 

Mounting

16:10-17:00

摂食嚥下
リハビリテーション

委員会

(会場設営)

13:15-13:45
Opening Keynote
Speaker: Frauke Müller
(University of Geneva)

13:55-14:55
Masterwork Lectures

(Epidemiology)
Speaker: 

Murray Thomson
(University of Otago)

Speaker: 
Kazunori Ikebe

(University of Osaka)

            15:00-15:30
Featured Keynote

(Education)
Speaker: 

Anastassia Kossioni
(University of Athens)

15:50-17:00
Worldview Session

 (Clinical Management)
Speaker: 

Greta Barbe
(University of Cologne)

Speaker: 
 Matana Kettratad

(Thammasat University)
Speaker: 

 Hirohiko Hirano
(Tokyo Metropolitan

Institute of Gerontology)

17:15-19:00
International
Networking
Reception

Sponsored by
LOTTE

10F 1003
480

第4会場

10F 1001-1002 10F 1004-1009
10F 1004-1009,

12F特別会議場前ホワイエ
10F 中央ホワイエ

200

8：30

8：45

9：15

9：00

9：30

9：45

10：00

10：15

10：30

11：15

11：30

12：15

12：30

13：15

13：30

14：15

14：30

10：45

11：00

11：45

12：00

12：45

13：00

13：45

14：00

14：45

15：00

15：15

15：30

15：45

16：00

16：15

16：30

16：45

17：00

17：15

17：30

18：15

18：30

17：45

18：00

★…オンデマンド視聴による単位取得可能　　　…AI通訳あり
    …オンデマンド配信プログラム　　　…指定研修　　　…専門医申請者研修　　　…医療倫理研修

日
程
表
(12
日
)
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6月13日（土） 一般社団法人 日本老年歯科医学会 第37回学術大会  日程表

第１会場（ECG-JSG Symposium）
第2会場

12F 1202 10F 1003
178

Oral Sessions ECGポスター

会議場前ロビー12F特別会議場

350 ー

ポスター会場 商社展示 受付

摂食機能療法ポスター 認定医ポスター 優秀ポスター 一般ポスター
第3会場

9:00-9:50
シンポジウム1

8:50-9:50
Poster

Viewing

15:30-15:50
Farewell Adress

10:00-10:35
Featured Keynote

 (Research and Policy)

Speaker:
Finbarr Allen

(University College Cork)

10:40-12:10
Worldview Session

 (Oral Healthcare in LTCs)

Speaker:
Sayaka Tada

(National University
of Singapore)

Speaker:
Gerry McKenna
(Queen’s University

Belfaste)

Speaker:
Junichi Furuya

(Showa Medical University)

Speaker:
Barbara Janssens
(Ghent University)

13:30-14:30
Masterwork Lectures

 (Oral Function)

Speaker:
Takahiro Ono

(Osaka Dental University)

Speaker:
Martin Schimmel
(University of Bern)

14:40-15:25
Worldview Session

(Digital Technology)

Speaker:
Murali Srinivasan
(University of Zurich)

Speaker:
Manabu Kanazawa

(Science Tokyo)

12:30-13:10
Luncheon Seminar

 Sponsored by
NosonShika

Speaker:
Ken Ishida

(JA Minami Shinshu Dental Clinic)

Speaker:
Koichiro Matsuo

(Science Tokyo)

認知症診療における
病院歯科の役割

9:10-10:20

8:40-8:50

一般口演1

開会式

オーラルフレイル
・口腔機能低下症,

全身管理・全身疾患,
教育

9:00-10:20

課題口演1
9:00-16:30

ポスター閲覧

9:00-16:30

ポスター閲覧

9:00-9:30

ポスター掲示

9:00-9:30

ポスター掲示

8:15-16:30

受付

9:00-16:30

商社展示

9:30-12:40

ポスター展示

12:40-13:40

優秀ポスター
審査 12:50-13:20

一般ポスター
討論

13:40-16:30

ポスター展示

13:20-16:30

ポスター展示

9:30-12:50

ポスター展示

地域包括ケア

9:00-9:30

9:40-10:20

大会長講演

委員会企画1

「歯がいい人は丈夫で
長生き」を科学する

口腔乾燥症の診断ツールに
関するコンセンサス

ミーティング

演者：池邉 一典

座長：吉田 光由

演者：伊藤 加代子

（6学会合同口腔乾燥症
用語・分類検討委員会）

10:30-11:50
シンポジウム2

2040年を見据えた
地域歯科医療のシステム化
座長：三浦 宏子, 大神 浩一郎

演者：秋野 憲一, 廣瀬 知二

        大久保 真衣

指定発言者：阪口 英夫

（学術用語委員会）

10:30-11:50

一般口演2
症例・施設

10:30-11:50

課題口演2
口腔機能

磁性アタッチメントは高齢
世代において、ご本人と

家族に優しい入れ歯を提供し
QOLを向上させます

演者：前田 芳信

12:00-12:50

ランチョンセミナー1
共催：愛知製鋼株式会社

健やかな長寿社会を支える
「咀嚼」の力

―日本咀嚼学会の歩みと
これからの展望―

のどフレイルと
オーラルフレイル

座長：池邉 一典

演者：増田 裕次

座長：平野 浩彦, 香取 幸夫

演者：今泉 光雅, 古屋 純一

        熊井 良彦, 菊谷 武

指定発言者：木村 百合香

           　　　戸原 玄

12:00-12:50

13:40-15:00

ランチョンセミナー2

企画シンポジウム 委員会企画2
（倫理委員会）

臨床研究を始める
前に知っておきたい
研究倫理の基礎知識

座長：服部 佳功

演者：高野 忠夫

13:40-14:30

（歯科衛生士関連
委員会）

14:00-15:00
DHカフェ・認定歯科
衛生士相談コーナー

委員会企画3
（特任委員会(老健事業)）

介護保険制度における
口腔と栄養の取り組み

座長：中川 量晴

座長：佐藤 美寿々

演者：水谷 慎介

　　　  麻植 有希子

14:40-15:30

「老化に挑む」最新研究
― 口腔から加齢を

コントロールする未来へ

座長：片倉 朗

演者：阪井 丘芳

15:40-16:30

高齢者の人生の
最終段階における食に

関する意思決定

(学術委員会)

座長：上田 貴之, 寺中 智

演者：寺中 智, 大浦 誠

        山口 浩平

15:10-16:30
シンポジウム3

特別講演1

16:40-18:10

社員総会

共催：株式会社ロッテ

国際う蝕分類・管理システム
 [ICCMS™] とその活用を

支援するアプリの紹介
演者：桃井 保子

　　　　　　角田 衣理加

12:00-12:50

ランチョンセミナー4
共催：一般社団法人

　　　　　ACFF日本支部
根面う蝕予防の切り札

演者：天野 敦雄

12:00-12:50

ランチョンセミナー3
共催：株式会社松風

口腔機能の可視化から
管理を考える
座長：糸田 昌隆

演者：平野 浩彦

15:50-16:30

スポンサードセミナー1
共催：株式会社ヨシダ

13:40-15:00

一般口演3

口腔機能

15:10-16:30

一般口演4

実態調査,
加齢変化・基礎研究

座長：枝広 あや子, 大野 友久

演者：枝広 あや子, 中村 純也

　　　　前田 憲邦

（特任委員会（認知症）/
病院歯科委員会）

18:30-20:45 情報交換会（リーガロイヤルホテル　山楽の間）

480

第4会場

10F 1001-1002

第5会場

11F 1101-1102 10F 1004-1009

10F 1004-1009
12F特別会議場前

ホワイエ

10F
中央ホワイエ

200 104

8：30

8：45

9：15

9：00

9：30

9：45

10：00

10：15

10：30

11：15

11：30

12：15

12：30

13：15

13：30

14：15

14：30

10：45

11：00

11：45

12：00

12：45

13：00

13：45

14：00

14：45

15：00

15：15

15：30

15：45

16：00

16：15

16：30

16：45

17：00

17：15

17：30

18：30

19：00

17：45

18：00

日
程
表
(13
日
)

★…オンデマンド視聴による単位取得可能　　　…AI通訳あり
    …オンデマンド配信プログラム　　　…指定研修　　　…専門医申請者研修　　　…医療倫理研修
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日
程
表
(14
日
)

6月14日（日） 一般社団法人 日本老年歯科医学会 第37回学術大会  日程表

第１会場
第2会場

12F 1202 10F 1003
178

Oral Sessions

12F特別会議場

350

ポスター会場 商社展示 受付

摂食機能療法ポスター 認定医ポスター 優秀ポスター 一般ポスター
第3会場

9:00-10:20

国際シンポジウム

アジアにおける
老年歯科医学の
現状とこれから

Chair: 
Koichiro Matsuo

Speakers:
Matana Kettratad

Mei Na TAN
Hong-Seop Kho

（渉外委員会）

9:00-10:40

シンポジウム5

口腔機能低下症・
口腔機能発達不全症を
知る、支える、広げる

座長：須田 牧夫, 末永 智美

演者：上田 貴之, 赤間 愛美

　　　　浜野 美幸

（歯科衛生士関連委員会）

10:30-11:50

シンポジウム4

歯科が支える健康寿命 
〜大阪府後期高齢者歯科
健診事業の成果から〜

座長：池邉 一典

演者：深田 拓司, 山本 道也

　　　　山本 陵平, 豆野 智昭

（大会校シンポジウム）

12:00-12:50

ランチョンセミナー5

JMS咬合力計
「基本的な考え方」と
「今までに分かって

いること」

座長：池邉 一典

演者：吉川 峰加

共催：
株式会社ジェイ・エム・エス

13:30-15:30

シンポジウム6

地域の摂食嚥下
障害患者を支える、

摂食機能療法
専門歯科医師の

プレゼンス

座長：戸原 玄, 飯田 貴俊

演者：吉見 佳那子, 

　　　　若杉 葉子

　　　　齋藤 貴之, 谷口 裕重

（摂食嚥下リハビリ
テーション委員会）

13:30-15:00

ハンズオンセミナー

口腔機能検査を
実施してみよう！

（歯科衛生士
関連委員会/教育委員会）

13:30-14:20
シンポジウム7

行政とアカデミアが
連携して拓く
地域包括ケア

―多職種による健康
長寿への取り組み―

座長：高阪 貴之

演者：樺山 舞, 菊池 健

　　　  福岡 智子

（大会校シンポジウム）

15:40-16:00

閉会式

14:30-15:30

シンポジウム8

令和8年度
診療報酬改定に
よって老年歯科

診療はどう変わるか

座長：阪口 英夫

演者：田上 真理子

　　　　大野 友久

（社会保険委員会）

13:30-14:20

委員会企画7

学会支部組織は
地域医療と学会運営に
何をもたらすのか？

座長：岩佐 康行

　　　　枝広 あや子

演者：平野 浩彦, 糸田 昌隆

　　　　金森 大輔

（支部運営委員会）

12:00-12:50

ランチョンセミナー6

口腔機能管理と摂食嚥下
リハビリテーションをつなぐ

地域歯科医療の役割
～食と栄養を起点とした

継続支援モデル～

座長：上田 貴之

演者：谷口 裕重

共催：
森永乳業クリニコ株式会社

12:00-12:50

ランチョンセミナー7

口腔や義歯にへばり
ついたクリームタイプ
義歯安定剤がスッキリ

とれる新しいクリーナー
のご紹介

座長：水口 俊介

演者：金澤 学

共催：
日本歯科薬品株式会社

12:00-12:50

ランチョンセミナー8

ライフコース
アプローチからみた
口腔機能管理の

重要性

演者：平野 浩彦

共催：
サンスター株式会社

12:00-12:50

ランチョンセミナー9

訪問歯科における
サラヤのオーラル
ケア製品の活用の
効果とその科学的

根拠を探る
演者：西村 優一

演者：松村 玲子

共催：
医療法人サラヤ健育会

10:30-11:50

委員会企画5

病院に訪問しよう
～医科からの期待を

理解して連携を深める～

座長：渡部 芳彦, 岩佐 康行

演者：岩佐 康行, 尾崎 由衛

　　　　水越 新人

（地域包括ケア委員会）

10:30-11:20

スポンサードセミナー2

義歯安定剤の
正しい考え方と

部分床義歯への応用

演者：村田 比呂司

　　　　原田 佳枝

共催：
Haleonジャパン株式会社

10:30-11:30

一般口演5

地域包括,
連携医療・地域医療,

その他
10:50-11:50

委員会企画6

歯科衛生士養成校に
おける老年歯科医学
教育の実態調査から

みえてきたもの

座長：會田 英紀, 菅野 亜紀

演者：伊藤 加代子

　　　  有友 たかね

　　　　金久 弥生, 本田 里恵

（教育委員会/
歯科衛生士関連委員会）

座長：猪原 光, 若杉 葉子

演者：木村 年秀, 飯田 良平

　　　 佐藤 陽

9:00-10:20

委員会企画4

在宅歯科医療に
おける”最善の”

歯科医療・ケアとは

（在宅歯科医療委員会）

座長：水口 俊介

演者：林 美加子

9:00-9:40

特別講演2

9:00-14:30

ポスター閲覧

9:00-14:30

ポスター閲覧

9:00-14:30

ポスター閲覧

9:00-9:30

ポスター掲示

9:00-14:30

商社展示

8:30-15:00

受付

9:30-12:50

ポスター展示

いかに根面う触に
対応するか：研究から
臨床へのアプローチ

座長：渡邊 裕

演者：三輪 俊太

9:50-10:20
ベーシックセミナー
歯科訪問診療に

おける多職種連携

480

第4会場

10F 1001-1002

第5会場

11F 1101-1102 10F 1004-1009

10F 1004-1009
12F特別会議場前

ホワイエ

10F
中央ホワイエ

200 104

8：30

8：30

9：00

9：15

9：30

9：45

10：00

10：15

10：30

10：45

11：00

11：15

11：30

11：45

12：00

12：15

12：30

12：45

13：00

13：15

13：30

13：45

14：00

14：15

14：30

14：45

15：00

15：15

15：30

15：45

16：00

12:50-13:20

一般ポスター討論

13:20-14:30

ポスター展示

14:30-15:30

ポスター撤去

14:30-15:30

ポスター撤去

14:30-15:30

ポスター撤去

14:30-15:30

ポスター撤去

14:30-16:00

商社展示

出展社撤去

※事前申込制

※事前申込制

★…オンデマンド視聴による単位取得可能　　　…AI通訳あり
    …オンデマンド配信プログラム　　　…指定研修　　　…専門医申請者研修　　　…医療倫理研修

※第 1会場のオンデマンド配信対象プログラムは変更の可能性があります。



CL 大会長講演
6月13日（土）9:00～9:30　第3会場　10F 1003

演者：池邉 一典 （大阪大学大学院歯学研究科 有床義歯補綴学・高齢者歯科学講座）

「歯がいい人は丈夫で長生き」を科学する

SL1 特別講演 1 大会校

6月13日（土）15:40～16:30　第4会場　10F 1001-1002

座長：片倉 朗（東京歯科大学 口腔病態外科学講座）

演者：阪井 丘芳（大阪大学大学院歯学研究科 顎口腔機能治療学講座）

「老化に挑む」最新研究 

― 口腔から加齢をコントロールする未来へ

SL2 特別講演 2 大会校

6月14日（日）9:00～9:40　第4会場　10F 1001-1002

座長：水口 俊介（東京科学大学 大学院医歯学総合研究科）

演者：林 美加子（大阪大学）

いかに根面う蝕に対応するか：研究から臨床へのアプローチ

PSY

PSY-1 嚥下におけるのどの働き
ー特に喉頭の気道防御の観点よりー

企画シンポジウム
6月13日（土）13:40～15:00　第3会場　10F 1003

座長：平野 浩彦（東京都健康長寿医療センター歯科口腔外科）

座長：香取 幸夫（東北大学 耳鼻咽喉・頭頸部外科学教室）

指定発言者：木村 百合香（昭和医科大学江東豊洲病院）

指定発言者：戸原 玄（東京科学大学大学院医歯学総合研究科 医歯学系専攻

                                   老化制御学講座 摂食嚥下リハビリテーション学分野）

演者：今泉 光雅（福島県立医科大学 医学部 耳鼻咽喉科学講座）

PSY-2 義歯と嚥下から捉える口腔機能低下と
のどフレイル

演者：古屋 純一（昭和医科大学歯科病院 口腔機能管理科）

PSY-3 のどフレイルと嚥下機能低下症
演者：熊井 良彦（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野）

PSY-4 地域在住高齢者におけるのどフレイルと
オーラルフレイル

演者：菊谷 武（日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック）

のどフレイルとオーラルフレイル

特任委員会（認知症）／病院歯科委員会SY1

SY1-1 認知症の人の口腔の健康に関わる
病院歯科との連携とは

シンポジウム 1
6月13日（土）9:00～9:50　第1会場　12F特別会議場

座長：枝広 あや子（東京都健康長寿医療センター）

座長：大野 友久（医療法人永寿会 陵北病院）

演者：枝広 あや子（東京都健康長寿医療センター）

SY1-2 認知症診断時における病院歯科の役割と課題

演者：中村 純也（国立長寿医療研究センター）

SY1-3 島根県における認知症患者に対する
歯科診療の現状と病院歯科に期待すること

演者：前田 憲邦（島根県歯科医師会）

認知症診療における病院歯科の役割

学術用語委員会SY2

SY2-1 超高齢社会における地域歯科保健医療施策の
行政的課題

シンポジウム 2
6月13日（土）10:30～11:50　第3会場　10F 1003

座長：三浦 宏子（北海道医療大学歯学部 保健衛生学分野）

座長：大神 浩一郎（東京歯科大学 千葉歯科医療センター総合診療科）

指定発言者：阪口 英夫（医療法人永寿会 陵北病院）

演者：秋野 憲一（札幌市保健福祉局 ウェルネス推進部）

SY2-2 歯科訪問診療を支える後方支援機能の構築

演者：廣瀬 知二（伊東歯科口腔病院）

SY2-3 協働教育の実践と地域展開への示唆
―歯学部・家政学部合同実習を事例として―

演者：大久保 真衣（東京歯科大学 口腔健康学講座）

2040年を見据えた地域歯科医療のシステム化

学術委員会SY3

SY3-1 高齢者の人生の最終段階における「食」に関する
意思決定～尊厳と快適さを支える多職種連携～

シンポジウム 3
6月13日（土）15:10～16:30　第3会場　10F 1003

座長：上田 貴之（東京歯科大学老年歯科補綴学講座）

座長・演者：寺中 智（あやせほりきり中央歯科口腔機能クリニック）

SY3-2 総合診療医からみた「食」の意思決定 
―マルチモビディティと臨床倫理の交差点で
演者：大浦 誠（南砺市民病院総合内科）

SY3-3 人生の最終段階における『食』に関わる
意思決定と歯科の役割を考える

演者：山口 浩平（東京科学大学大学院摂食嚥下リハビリテーション学分野）

高齢者の人生の最終段階における食に関する意思決定

大会校SY4

SY4-1 大阪府後期高齢者医療歯科健康診査
これまでの歩み

シンポジウム 4
6月14日（日）10:30～11:50　第1会場　12F特別会議場

座長：池邉 一典（大阪大学大学院歯学研究科 有床義歯補綴学・

　　　　　　　　　　　　　 高齢者歯科学講座）

演者：山本 道也（大阪府歯科医師会）

演者：深田 拓司（大阪府歯科医師会）

SY4-2 大阪モデルに見るリアルワールドデータ研究の
可能性
演者：山本 陵平（大阪大学 ウェルネス推進機構 健康支援相談センター）

SY4-3 後期高齢者の口腔と健康：
20万人の医療ビッグデータによる実証

演者：豆野 智昭（大阪大学大学院歯学研究科 有床義歯補綴学・高齢者歯科学講座）

歯科が支える健康寿命

〜大阪府後期高齢者歯科健診事業の成果から〜

歯科衛生士関連委員会SY5

SY5-1 口腔機能低下症の“これまで”と“これから”

シンポジウム 5
6月14日（日）9:00～10:40　第2会場　12F 1202

座長：須田 牧夫（医療法人社団 横浜みらい会 横浜南仲通歯科）

座長：末永 智美（北海道医療大学）

演者：上田 貴之（東京歯科大学老年歯科補綴学講座）

口腔機能低下症・口腔機能発達不全症を知る・支える・広げる

The 37th Annual Meeting of the Japanese Society of Gerodontology 13

プ
ロ
グ
ラ
ム



6学会合同口腔乾燥症用語・分類検討委員会SCS1

口腔乾燥症診断ツール（案）の紹介

委員会企画 1
6月13日（土）9:40～10:20　第3会場　10F 1003

座長：吉田 光由（藤田医科大学医学部医学科歯科・口腔外科学講座）

演者：伊藤 加代子（新潟大学医歯学総合病院口腔リハビリテーション科）

口腔乾燥症の診断ツールに関するコンセンサスミーティング

渉外委員会ISY

ISY-1 The Current State and Future
of Gerodontology in Japan

国際シンポジウム
6月14日（日）9:00～10:20　第1会場　12F特別会議場

座長・演者：松尾 浩一郎（東京科学大学大学院医歯学総合研究科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域・福祉口腔機能管理学分野）

ISY-2 The Current Status and Future Directions
of Geriatric Dentistry in Thailand

演者：Matana Kettratad
         （Thai Society of Special Care Dentistry, Thailand）

ISY-3 The Current Status and Future Direction
of Geriatric Dentistry in Singapore

演者：Mei Na TAN
         （Special Care Dentistry Association of Singapore, Singapore）

ISY-4 The Current Status and Future Perspectives
of Geriatric Dentistry in Korea

演者：Hong-Seop Kho
         （Korean Academy for Geriatric Dentistry, South Korea）

アジアにおける老年歯科医学の現状とこれから

摂食嚥下リハビリテーション委員会SY6

SY6-1 摂食機能療法専門歯科医師　認定制度について

シンポジウム 6
6月14日（日）13:30～15:30　第1会場　12F特別会議場

座長：戸原 玄（東京科学大学大学院医歯学総合研究科 医歯学系専攻

　　　　　　　　　　　 老化制御学講座 摂食嚥下リハビリテーション学分野）

座長：飯田 貴俊（北海道医療大学歯学部）

演者：吉見 佳那子（東京科学大学医歯学総合研究科

　　　　　　　　　　　 　　　　摂食嚥下リハビリテーション学分野）

SY6-2 医科歯科連携の中での歯科医師のプレゼンス

演者：若杉 葉子（悠翔会在宅クリニック 歯科診療部）

SY5-2 開業歯科医院における口腔機能低下症への対応
―歯科衛生士と管理栄養士の連携を通して―
演者：赤間 愛美（あかま歯科クリニック）

SY6-3 地域の【食べる】を支える、
摂食機能療法専門歯科医師のプレゼンス
演者：齋藤 貴之（たのしみ歯科）

SY6-4 研修施設の立場から考える～摂食機能療法
専門歯科医師を魅力あるキャリアへ～
演者：谷口 裕重（朝日大学歯学部摂食嚥下リハビリテーション学分野）

SY5-3 子どもの口腔機能発達不全を理解し、
健全な口腔機能を育成するために

演者：浜野 美幸（千葉歯科医院）

地域の摂食嚥下障害患者を支える、

摂食機能療法専門歯科医師のプレゼンス

倫理委員会SCS2 委員会企画 2
6月13日（土）13:40～14:30　第4会場　10F 1001-1002

座長：服部 佳功（東北大学大学院歯学研究科 歯科学専攻 

                           リハビリテーション歯学講座）

演者：高野 忠夫（東北大学大学院医学系研究科）

臨床研究を始める前に知っておきたい研究倫理の基礎知識

大会校SY7

SY7-1 多職種協働によるエビデンス創出と社会実装

シンポジウム 7
6月14日（日）13:30～14:20　第3会場　10F 1003

座長：高阪 貴之（大阪大学大学院歯学研究科 有床義歯補綴学・

　　　　　　　　　　　　   高齢者歯科学講座）

演者：樺山 舞（大阪大学 医学系研究科 保健学専攻）

SY7-2 行政とアカデミアが連携して拓く地域包括ケア
―多職種による健康長寿への取り組み―
行政からの報告

演者：菊池 健（大阪府能勢町福祉部健康づくり課）

SY7-3 行政とアカデミアが連携して拓く地域包括ケア
―多職種による健康長寿への取り組みー
変化を育てる歯科衛生士

演者：福岡 智子（大阪府能勢町福祉部健康づくり課）

行政とアカデミアが連携して拓く地域包括ケア

―多職種による健康長寿への取り組み―

特任委員会（老健事業）SCS3

SCS3-1 老健事業から見えた口腔・栄養連携の実践課題

委員会企画 3
6月13日（土）14:40～15:30　第4会場　10F 1001-1002

座長：中川 量晴（東京科学大学大学院 医歯学専攻・老化制御学講座

                           摂食嚥下リハビリテーション学分野）

演者：水谷 慎介（九州大学 歯学研究院 歯学部門）

座長：佐藤 美寿々（北海道大学 大学院歯学研究院 予防歯科学教室）

SCS3-2 通所・在宅での栄養リスク潜在化を防ぐ
歯科栄養連携「基準を用いた評価と
一体的取組の実践具体策」

演者：麻植 有希子（SOMPOケア未来の介護推進部 兼

                               SOMPOケアフーズ栄養管理）

介護保険制度における口腔と栄養の取り組み

在宅歯科医療委員会SCS4

SCS4-1 その人にとって最善の医療やケアを受けられるか
どうかは住んでいる“まち”で決まる！

委員会企画 4
6月14日（日）9:00～10:20　第3会場　10F 1003

座長：猪原 光（猪原［食べる］総合歯科医療クリニック）

座長：若杉 葉子（医療法人社団悠翔会 悠翔会在宅クリニック歯科診療部）

演者：木村 年秀（まんのう町国民健康保険 造田歯科診療所）

在宅歯科医療における”最善の”歯科医療・ケアとは

社会保険委員会SY8

SY8-1 令和8年度診療報酬における
老年歯科診療関連の改定事項

シンポジウム 8
6月14日（日）14:30～15:30　第3会場　10F 1003

座長：阪口 英夫（医療法人永寿会 陵北病院）

演者：田上 真理子（厚生労働省）

SY8-2 令和8年度歯科診療報酬改定と病院歯科
演者：大野 友久（医療法人永寿会 陵北病院）

令和8年度診療報酬改定によって老年歯科診療は

どう変わるか
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地域包括ケア委員会SCS5

SCS5-1 福岡市歯科医師会における連携病院への
歯科衛生士派遣事業

委員会企画 5
6月14日（日）10:30～11:50　第3会場　10F 1003

座長：渡部 芳彦（東北福祉大学 健康科学部 医療経営管理学科）

座長・演者：岩佐 康行（原土井病院）

SCS5-2 歯科未設置急性期病院における
口腔ケアラウンドの構築と地域歯科連携の可能性

演者：尾崎 由衛（歯科医院丸尾崎）

SCS5-3 高齢者医療の生活支援とMSWの役割,
医科歯科連携で支えウェルビーイングの向上へ
演者：水越 新人（日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック）

病院に訪問しよう

～医科からの期待を理解して連携を深める～

大会校BS

歯科訪問診療における多職種連携 ー6つのコン
ピテンシーと歯科に求められる立ち振る舞いー

ベーシックセミナー
6月14日（日）9:50～10:20　第4会場　10F 1001-1002

座長：渡邊 裕（北海道大学大学院歯学研究院口腔健康科学分野

                       高齢者歯科学教室）

演者：三輪 俊太（医療法人社団恵眞会　Ihana歯科岐阜）

歯科訪問診療における多職種連携

SCS4-2 人生の最期に歯科は必要か？

演者：飯田 良平（ヒューマンデンタルクリニック）

SCS3-2 「その人らしい人生」を支えるために～
「それぞれの最終楽章」取材で感じたこと

演者：佐藤 陽（朝日新聞）

教育委員会&歯科衛生士関連委員会SCS6

SCS6-1 歯科衛生士養成校における老年歯科医学の
講義および実習の実態

委員会企画 6
6月14日（日）10:50～11:50　第2会場　12F 1202

座長：會田 英紀（北海道医療大学 クラウンブリッジ・インプラント補綴学分野）

座長：菅野 亜紀（東京歯科大学短期大学　歯科衛生学科）

演者：伊藤 加代子（新潟大学医歯学総合病院口腔リハビリテーション科）

SCS6-2 歯科衛生士の卒前教育における
老年歯科医学に特化した特色ある取り組み

演者：有友 たかね（東京歯科大学短期大学）

SCS6-3 明海大学保健医療学部口腔保健学科における
老年歯科医学教育の取り組み
演者：金久 弥生（明海大学保健医療学部口腔保健学科）

SCS6-4 老年歯科医学教育  臨地実習の取組～学生から
患者さんは【生活者】であるという視点を引き出す～
演者：本田 里恵（穴吹医療大学校）

歯科衛生士養成校における老年歯科医学教育の

実態調査からみえてきたもの

支部運営委員会SCS7

SCS7-1 老年歯科医学醸成のための支部組織活動

委員会企画 7
6月14日（日）13:30～14:20　第4会場　10F 1001-1002

座長：岩佐 康行（原土井病院）

座長：枝広 あや子（東京都健康長寿医療センター）

演者：平野 浩彦（東京都健康長寿医療センター歯科口腔外科）

SCS7-2 支部長会・支部活動の実績と課題整理

演者：糸田 昌隆（大阪歯科大学口腔保健学科）

SCS7-3 学会支部と本部の双方向性がもたらす価値の検討

演者：金森 大輔（藤田医科大学七栗記念病院）

学会支部組織は地域医療と学会運営に何をもたらすのか？

共催：愛知製鋼株式会社LS1 ランチョンセミナー 1
6月13日（土）12:00～12:50　第2会場　12F 1202

演者：前田 芳信（大阪大学大学院歯学研究科／医療法人サラヤ健育会）

磁性アタッチメントは高齢世代において、ご本人と家族に

優しい入れ歯を提供しQOLを向上させます

共催：一般社団法人ACFF日本支部LS4 ランチョンセミナー 4
6月13日（土）12:00～12:50　第5会場　11F 1101-1102

演者：桃井 保子（鶴見大学／ACFF日本支部）

演者：角田 衣理加（日本大学松戸歯学部／ACFF日本支部）

国際う蝕分類・管理システム[ICCMS™]と

その活用を支援するアプリの紹介

共催：株式会社ジェイ・エム・エスLS5 ランチョンセミナー 5
6月14日（日）12:00～12:50　第1会場　12F特別会議場

座長：池邉 一典（大阪大学大学院歯学研究科 有床義歯補綴学・

　　　　　　　　　　　　　 高齢者歯科学講座）

演者：吉川 峰加（広島大学大学院医系科学研究科先端歯科補綴学）

JMS咬合力計「基本的な考え方」と

「今までに分かっていること」

共催：株式会社松風LS3 ランチョンセミナー 3
6月13日（土）12:00～12:50　第4会場　10F 1001-1002

演者：天野 敦雄（大阪大学大学院歯学研究科）

根面う蝕予防の切り札

共催：株式会社ロッテLS2 ランチョンセミナー 2
6月13日（土）12:00～12:50　第3会場 10F 1003

座長：池邉 一典（大阪大学大学院歯学研究科 有床義歯補綴学・

　　　　　　　　　　　　　 高齢者歯科学講座）

演者：増田 裕次（松本歯科大学 総合歯科医学研究所

                         顎口腔機能制御学部門）

健やかな長寿社会を支える「咀嚼」の力

ー日本咀嚼学会の歩みとこれからの展望ー

歯科科衛生士関連委員会／教育委員会

共催：公益社団法人 日本小児歯科学会

HS ハンズオンセミナー
6月14日（日）13:30～15:30　第5会場　11F 1101-1102

口腔機能検査を実施してみよう！

歯科衛生士関連委員会

DHC DHカフェ(交流会)・認定歯科衛生士相談コーナー

6月13日（土）14:00～15:00　第5会場　11F 1101-1102

あつまれDHカフェ－仲間とゆる～く語ろう！繋がろう！－
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共催：森永乳業クリニコ株式会社LS6 ランチョンセミナー 6
6月14日（日）12:00～12:50　第2会場　12F 1202

座長：上田 貴之（東京歯科大学老年歯科補綴学講座）

演者：谷口 裕重（朝日大学歯学部摂食嚥下リハビリテーション分野／

                            朝日大学病院 口腔管理・食支援センター）

口腔機能管理と摂食嚥下リハビリテーションをつなぐ

地域歯科医療の役割～食と栄養を起点とした継続支援モデル～

共催：日本歯科薬品株式会社LS7 ランチョンセミナー 7
6月14日（日）12:00～12:50　第3会場　10F 1003

座長：水口 俊介（東京科学大学大学院医歯学総合研究科）

演者：金澤 学（東京科学大学大学院医歯学総合研究科 高齢者歯科学分野）

口腔や義歯にへばりついたクリームタイプ義歯安定剤が

スッキリとれる新しいクリーナーの紹介

共催：医療法人サラヤ健育会LS9 ランチョンセミナー 9
6月14日（日）12:00～12:50　第5会場　11F 1101-1102

演者：西村 優一（大阪大学大学院歯学研究科

                           ／サラヤ池田歯科クリニック）

演者：松村 玲子（サラヤ株式会社 サラヤ総合研究所）

訪問歯科におけるサラヤのオーラルケア製品の

活用の効果とその科学的根拠を探る

共催：サンスター株式会社LS8 ランチョンセミナー 8
6月14日（日）12:00～12:50　第4会場　10F 1001-1002

演者：平野 浩彦（東京都健康長寿医療センター 歯科口腔外科）

ライフコースアプローチからみた口腔機能管理の重要性

共催：株式会社ヨシダSS1 スポンサードセミナー 1
6月13日（土）15:50～16:30　第5会場　11F 1101-1102

座長：糸田 昌隆（大阪歯科大学口腔保健学科）

演者：平野 浩彦（東京都健康長寿医療センター 歯科口腔外科）

口腔機能の可視化から管理を考える

共催：Haleonジャパン株式会社SS2 スポンサードセミナー 2
6月14日（日）10:30～11:20　第5会場　11F 1101-1102

演者：村田 比呂司（長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科

                               歯科補綴学分野）

演者：原田 佳枝（長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科

                               歯科補綴学分野）

義歯安定剤の正しい考え方と部分床義歯への応用

課題 1　課題口演 1
2026年6月13日（土）9:00～10:20　第4会場　10F 1001-1002

課題1-1 要介護高齢者の ADL および認知機能と
口腔内環境との関連

◯服部 文香 1）、 釘宮 嘉浩 2）、 中村 純也 2）、 

村上 正治 2）、三浦 和仁 3）、 佐藤 美寿々 4）、 

岩崎 正則 4）、 小原 由紀 5）、 菅野 亜紀 6）、 

増田 絵美奈 7）、 伊藤 加代子 8）、 恒石 美登里 7）、

岡田 芳幸 9）、 糸田 昌隆 10）、 菊谷 武 11）、 渡邉 裕 3）、 

水谷 慎介 12,13）、 平野 浩彦 14,15,16）、 木本 統 1）

1）愛知学院大学歯学部附属病院 高齢者•在宅歯科医療学講座

2）国立長寿医療研究センター 歯科口腔外科部

3）北海道大学大学院歯学研究院 口腔健康科学分野 高齢者歯科学教室

4）北海道大学大学院歯学研究院 口腔健康科学分野 予防歯科学教室

5）宮城高等歯科衛生士学院

6）東京歯科大学短期大学 歯科衛生学科

7）日本歯科医師会 日本歯科総合研究機構

8）新潟大学医歯学総合病院 口腔リハビリテーション科

9）広島大学 障害者歯科

10）大阪歯科大学附属病院 口腔リハビリテーション科

11）日本歯科大学 口腔リハビリテーション多摩クリニック

12）九州大学大学院歯学研究院附属OBT研究センター

13）九州大学大学院歯学研究院口腔顎顔面病態学講座 高齢者歯科学・全身管理歯科学分野

14）東京都健康長寿医療センター病院 歯科口腔外科

15）東京都健康長寿医療センター研究所 自立促進と精神保健研究チーム

16）東京都健康長寿医療センターフレイル予防センター 

課題1-2 嚥下障害を主訴に訪問歯科診療を受けた
要介護高齢者の抗精神病薬の使用状況調査

◯田中 信和 1）、 濵田 雅弘 1）、 濱田 理英 1）、 

中本 文 1）、 尾花 綾 1）、 藤井 菜美 1）、 野原 幹司 2）、

阪井 丘芳 2）、    

1）大阪大学歯学部附属病院 顎口腔機能治療部

2）大阪大学大学院歯学研究科 顎口腔機能治療学講座

課題1-4 アプリ併用によるオーラルフレイル予防複合プログラムの
行動変容効果およびオーラルフレイル改善効果の検証

◯田中 美咲 1）、 松尾 浩一郎 1）、 三上 理沙子 2）、 

星野 日和 1）、 永田 萌香 1）、 日髙 玲奈 1）、 相田 潤 3）、

小城 明子 4）、 増田 裕次 5）

1）東京科学大学大学院 医歯学総合研究科 地域・福祉口腔機能管理学分野

2）東京科学大学大学院 医歯学総合研究科 先端材料評価学分野

3）東京科学大学大学院 医歯学総合研究科 歯科公衆衛生学分野

4）日本女子大学 食科学部 栄養学科

5）松本歯科大学 総合歯科医学研究所

課題1-5 咳反射低下の関連因子は何か
ー回復期病院入院患者における探索的検討ー

◯宮地 舞 1）、 山口 浩平 1）、 肥後 智行 1）、 

吉見 佳那子 1）、 中川 量晴 1）、 戸原 玄 1）

1）東京科学大学 大学院医歯学総合研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野

地域包括ケア

課題1-3 ポータブルエコーを用いた咽頭残留評価法の開発

◯丸山 詩央 1）、 吉川 峰加 1）、 髙橋 優太朗 1）、 

春田 梓 1）、 津賀 一弘 1）

1）広島大学大学院医系科学研究科先端歯科補綴学

課題 2　課題口演 2
2026年6月13日（土）10:30～11:50　第4会場 10F 1001-1002

課題2-1 後期高齢者における義歯の適合状態の変化と
要介護移行リスクの関連 :The OHSAKA study

◯武内 聡子 1）、 豆野 智昭 1）、 吉備 皓太郎 1）

山本 陵平 2）、 深田 浩司 3）、 池邉 一典 1）

1）大阪大学大学院歯学研究科有床義歯補綴学・高齢者歯科学講座

2）大阪大学キャンパスライフ健康支援・相談センター 保健管理部門

3）一般社団法人 大阪府歯科医師会

口腔機能
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課題2-2 認知症と咀嚼能力の交互作用が高齢者の自立喪失に
与える影響 ― 新規認知症発症研究の継続解析 ―

◯富永 一道 1,2）、 矢野 彰三 2）、 齋藤 寿章 1,2）、

清水 潤 1）、 前田 憲邦 1）、 井上 幸夫 1）、 安藤 雄一 3）

1）一般社団法人島根県歯科医師会

2）島根大学地域包括ケア教育研究センター（CoHRE）

3）国立保健医療科学院

課題2-3 高齢者に対する新義歯装着後の咀嚼機能改善に
関与する口腔機能因子の解明

◯寺岡 正譜 1）、 畑中 幸子 1）、 田畑 友寛 1）、 

鈴木 鵬生 1）、 渋谷 佳奈子 1）、 田上 理沙子 2）

大澤 淡紅子 1）、 古屋 純一 1） 

1）昭和医科大学 大学院 歯学研究科 口腔機能管理学分野

2）昭和医科大学 歯学部 口腔健康管理学講座 口腔機能管理学部門

O-1　一般口演 1
2026年6月13日（土）9:10～10:20　第2会場　12F 1202

O-1-1 （取り下げ）

増粘多糖類を含む高粘性洗口剤を用いた
口腔機能向上効果の検討

◯楠 尊行 1）、 鳥巣 哲朗 2）、 松田 有加子 1）、 林 浩基 1）

河原 茂仁 1）、 森 智康 2）、 髙橋 一也 1）、 島田 明子 1）

1）大阪歯科大学高齢者歯科学講座

2）長崎大学病院義歯補綴治療室

深層学習を用いて評価した舌苔の付着程度と
舌背上の微生物数との関連

◯菅沼 雄大 1）、 大川 純平 1）、 山田 果歩  1）、 堀 一浩 1）

1）新潟大学大学院医歯学総合研究科包括歯科補綴学分野

オーラルフレイル・口腔機能低下症,

全身管理・全身疾患, 教育

The 37th Annual Meeting of the Japanese Society of Gerodontology 17

プ
ロ
グ
ラ
ム

課題2-4 地域在住高齢者のオーラルフレイルの評価における
残存歯数減少と客観的口腔機能との関連：東浦研究

◯横山 惟子 1）、 中村 純也 1）、 釘宮 嘉浩 1）、 市川 陽介 1）

浅野 年紀 2）、 安田 琢和 2）、 村上 正治 1）

1）国立長寿医療研究センター歯科口腔外科部

2）ユーハ味覚糖株式会社バイオ開発セクションバイオ技術開発デパートメント

課題2-5 静電容量型圧力マッピングセンサーを備えた咬合力計を
用いた地域在住高齢者の咬合力とサルコペニアの関連

◯小柳 快 1,2）、 白部 麻樹 2）、 本川 佳子 2）、 畑中 幸子 1）

橋本 はるか 1,2）、 田畑 友寛 1）、 寺岡 正譜 1）

岩崎 正則 2,3）、 古屋 純一 1）、 平野 浩彦 2）、 大渕 修一 2）

1）昭和医科大学

2）東京都健康長寿医療センター研究所

3）北海道大学大学院歯学研究院

O-1-2

O-1-3

せん妄を契機に全身麻酔下に行った鼻中隔膿瘍の
感染源である埋伏歯抜歯の一例

◯細川 瑠美子 1）、 上野 陽子 2）、 佐々木 謙 2,3）、 

陣内 暁夫 2）

1）医療法人徳洲会 福岡徳洲会病院 歯科口腔外科

2）医療法人井上会 篠栗病院 歯科

3）医療法人 ささき歯科

O-1-4

多剤アレルギーを有する高齢患者の
全身麻酔下歯科治療経験

◯旭 吉直 1,2）、 大道  士郎 1,2）、 宮本 順美 1,2）

杉本 有加 2）

1）社会医療法人大道会森之宮病院

2）社会医療法人大道会ボバース記念病院

O-1-5

O-2　一般口演 2
2026年6月13日（土）10:30～11:50　第2会場　12F 1202

O-2-1 病院歯科から在宅歯科へ移行した上顎骨骨髄炎患者
における継続的口腔健康管理の一症例

◯光吉 平  1）、 上西 加奈子 1）、 村西 加寿美 1）

1）光吉歯科医院

介護負担が原因と考えられた
準高齢舌痛症患者の１例

◯本間 弓賀 1）、 小根山 隆浩 2）、 佐久間 要 3）

戸谷 収二 2）、 田中 彰 3）

1）日本歯科大学大学院新潟生命歯学研究科 顎口腔全身関連治療学

2）日本歯科大学新潟病院 口腔外科

3）日本歯科大学新潟生命歯学部 口腔外科学講座

症例・施設

O-2-2

開口障害を契機に埋伏智歯由来の化膿性炎を
認めた2例

◯齊藤 美香 1）、 森 彩乃 1）、 宮本 敦子 1）、 日吉 彩乃 1）

武山 桂己 1）、 森 美由紀 1）、 大鶴 洋 1,2）、 平野 浩彦 1）

1）東京都健康長寿医療センター歯科口腔外科

2）東京都

O-2-3

骨粗鬆症治療薬使用女性高齢者における歯科用
骨形態評価プログラムを使用した経年的評価

O-2-4

抜歯後の治癒不全を契機に骨髄異形成症候群と
診断された１例

◯日吉 彩乃 1）、 齊藤 美香 1）、 森 美由紀 1）、 武山 桂己 1） 

宮本 敦子 1）、 森 彩乃 1）、 大鶴 洋 2）、 平野 浩彦 1） 
1）東京都健康長寿医療センター歯科口腔外科

2）東京都

O-1-6

長崎大学歯学部の離島実習における
学部横断型共修教育
ー医（医学科、保健学科）・歯・薬学部による実践ー

村田 比呂司 1）、 久松 徳子 2）、 角 忠輝 3）

1）長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 歯科補綴学分野

2）長崎大学病院医療教育開発センター

3）長崎大学生命医科学域総合歯科臨床教育学分野

O-1-7

◯大槻 榮人 1）、 川上 哲司 1）、 大槻 麻 1）、 藤田 宏人 1）

川村 一喜 2）、 大槻 浩一 1）

1）医療法人社団おおつき会大槻歯科医院

2）かわむら歯科

中咽頭癌術後患者に対して短期間の教育入院を
通じて経口摂取を開始した１例

O-2-5

◯持田 航  1）、 野末 真司 2）、 原田 由香 2）、 那小屋 公太 2）

砂川 厚実  2）、 高橋 浩二 2,3）、 伊原 良明 2）

1）昭和医科大学大学院 歯学研究科 口腔機能リハビリテーション医学分野

2）昭和医科大学 歯学部 口腔健康管理学講座 口腔機能リハビリテーション医学部門

3）医療法人徳洲会館山病院 口腔機能リハビリテーションセンター

中咽頭がん患者のアルミノックス治療後に生じた
下顎骨腐骨形成に対し専門的口腔ケア介入を行った1例

O-2-6

◯長浜 妙子 1,2）、 井手 健太郎  1）、 宮里 優梨亜 1）

村橋 信 1）、 中村 博幸 1,3）、 長谷 剛志 4）

1）琉球大学病院 歯科口腔外科

2）琉球大学病院 口腔ケアセンター

3）与勝病院 歯科口腔外科

4）公立能登総合病院 歯科口腔外科

アルツハイマー型認知症が疑われた
口腔セネストパチーの１例

O-2-7

◯堀家 彩音 1）、 真山 達也 1）、 戸原 玄 1）、 豊福 明 2）

1）東京科学大学医歯学総合研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野

2）東京科学大学医歯学総合研究科 歯科心身医学分野



O-3　一般口演 3
2026年6月13日（土）13:40～15:00　第2会場　12F 1202

O-3-1 舌運動トラッキング AI の開発－Pilot study－

◯原口 天志 1）、 権田 知也 1）、 豆野 智昭 1）、 池邉 一典 1）

1）大阪大学大学院歯学研究科 有床義歯補綴学・高齢者歯科学講座

地域在住高齢者における
咬合力・AGEs・認知機能の関連：お達者健診研究

◯清村 慶子 1,2）、 岩崎 正則 2,3）、 白部 麻樹 2）

本川 佳子  2）、 枝広 あや子 2）、 細川 知隆 1）、 正木 千尋 1）

細川 隆司 1）、 大渕 修一 2）、 平野 浩彦 2）

1）九州歯科大学 口腔再建補綴学分野

2）東京都健康長寿医療センター研究所

3）北海道大学大学院歯学研究院

口腔機能

O-3-2

一般歯科医院における栄養指導の
口腔機能に対する効果：予備調査

◯槙田 一輝 1）、 小野 高裕 1）、 川本 章代 1）、 髙橋 一也 1）

1）大阪歯科大学 高齢者歯科学講座

O-3-3

通所介護事業所の利用者を対象とした
口腔機能訓練が身体機能に及ぼす影響の検討

◯三角 洋美 1）

1）新潟大学大学院医歯学総合研究科 口腔生命福祉学講座

O-3-4

補綴装置の頬舌的位置が口腔機能に及ぼす影響
―ニュートラルゾーンを指標とした補綴設計の検討―

O-3-5

オーラルディアドコキネシス測定における
疲労度指標の有用性の検討

O-3-6

◯大日方 雪乃 1,2）、 市川 陽子 1,2）、 加藤  陽子 1,2）

黒田 直希 1,2）、 手銭  ひろ 1,2）、 宇田川 望 1,2）

平田 諒香 1,2）、 星谷  環 1,2）、 吉田 光由 3）、 高橋 賢晃 1,2）

田村 文誉 1,2）、 菊谷 武 1,2）

1）日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

2）日本歯科大学附属病院 口腔リハビリテーション科

3）藤田医科大学 歯科・口腔外科学講座

◯辻 将 1）、 坪井 翔太郎 1）、 中川 朋哉 1）

鈴木 龍 1）、 山根 源之 1）

1）医療法人社団八龍会すずき歯科医院

O-4　一般口演 4
2026年6月13日（土）15:10～16:30　第2会場　12F 1202

O-4-1 地域在住高齢者の身体的フレイルが歯科受診行動・口腔
清掃状態を介して歯周病に及ぼす影響：お達者健診研究

◯中村 直太郎 1,2）、 岩崎 正則 1,2）、 白部 麻樹 2）

本川 佳子 2）、 枝広 あや子 2）、 大渕 修一 2）、 平野 浩彦 2）

1）北海道大学大学院歯学研究院

2）東京都健康長寿医療センター研究所

患者調査歯科診療所受療率のベイズ型Cohortモデル
による分析 ー近年高齢日本女性の歯数改善の背景ー

◯那須 郁夫 1）、 中村 隆 2）

1）東京都健康長寿医療センター研究所

2）統計数理研究所

実態調査, 加齢変化・基礎研究

O-4-2

訪問系および短期入所サービスにおける口腔評価の
実態 ー歯科専門職と他職種の評価結果の比較ー

◯石井 美紀 1,7）、 中川 量晴 1,7）、 吉見 佳那子 1,7）

高橋 知佳  1,7）、 渡邊 賢礼 2,7）、 鈴木 瞳 3）

増田 絵美奈 4,7）、 渡邊 裕 5,7）、 平野 浩彦 6,7）、 戸原 玄 1）

1）東京科学大学大学院医歯学総合研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野

2）昭和医科大学歯学部 口腔衛生講座

3）千葉県立保健医療大学健康科学部 歯科衛生学科

4）日本歯科医師会 日本歯科総合研究機構

5）北海道大学大学院歯学研究院 口腔健康科学分野 高齢者歯科学教室

6）東京都健康長寿医療センター病院 歯科口腔外科

7）日本老年歯科医学会 特任委員会（老健事業）

O-4-3

O-5　一般口演 5
2026年6月14日（日）10:30～11:30　第4会場　10F 1001-1002

O-5-1 高齢者医療で見過ごされてきた筋筋膜痛
ー予防と早期対応の必要性ー

◯臼田 頌 1）、 中川 種昭 1）、 堀江 伸行 1）

1）慶應義塾大学医学部 歯科・口腔外科学教室

地域包括ケアを担う歯科医療人養成に向けた
教育連携モデルの実践と制度化への提言

◯山添 淳一 1）、 井上 良介 1）、 奥 菜央理 1）、 友岡 祥子 2）

藤原 晶子 3）、 梅津 正和 1）、 松添 さおり 1）、 衛藤 希 4）

水谷 慎介 3）、 森田 浩光 5）、 岩佐 康行 6）、 和田 尚久 7）

柏崎 晴彦 3）

1）九州大学病院 高齢者歯科・全身管理歯科

2）九州大学病院 口腔総合診療科

3）九州大学大学院歯学研究院高齢者歯科学・全身管理歯科学分野

4）九州大学大学院医学研究院法医学分野

5）福岡歯科大学成長発達歯学講座障害者歯科学分野

6）社会医療法人原土井病院 歯科

7）九州大学大学院歯学研究院総合診療歯科学分野

地域包括, 連携医療・地域医療, その他

O-5-2

急性期病院歯科を起点とした転院後の歯科連携体制
構築に向けて ー試行錯誤から見えた課題と対策ー

◯中濱 加奈子 1）、 吉田 泰子 1）、 園井 教裕 1,3）

猪原 健 1,4）、 吉田 綾香 1,2）、 松永 一幸 1,2,4）

1）脳神経センター大田記念病院 歯科

2）岡山大学病院 歯科歯周科部門

3）岡山大学 学術研究院医歯薬学域 医療教育センター

4）猪原［食べる］総合歯科医療クリニック

O-5-3

口腔定期管理受診時の医療面接後、速やかな歯科
医科病院連携で対応した急性心不全症例

◯青山 行彦 1）

1）医療法人Respect 浜松アクトタワー青山歯科室

O-5-4

地域在住高齢者における口腔機能訓練継続実施の
背景に関する検討：能勢健康長寿研究（のせけん）

◯吉本 美枝 1）、 高阪 貴之 2）、 福岡 智子 3）、 小澤 純子 4）

上田 和美 5）、 権田 知也 2）、 池邉 一典 2）

11）公益社団法人京都府歯科衛生士会

2）大阪大学大学院歯学研究科 有床義歯補綴学・高齢者歯科学講座

3）大阪府豊能郡能勢町 福祉部健康づくり課 

4）大手前短期大学

5）はぐくむ歯科クリニック

O-4-4

訪問系および短期入所サービス利用高齢者の
食事形態に関連する要因分析

O-4-5

油性成分を主体とした粘膜保護義歯安定剤の
総義歯の維持・安定に関する効果
－クロスオーバー比較試験－ 

O-4-6

◯竹内 みのり 1）、 竜 正大 1）、 上田 貴之 1）

1）東京歯科大学老年歯科補綴学講座

リクライニング角度の違いがオトガイ舌骨筋に
与える影響：地域在住高齢女性による検討

O-4-7

◯市川 陽子 1,2）、 加藤 陽子 1,2）、 青嶋 美紀 1,2）、 

手銭 ひろ 1,2）、 大日方 雪乃 1,2）、 宮地 祥生 1,2）

高橋 賢晃 1,2）、 吉田  光由 3）、 田村 文誉 1,2）、 菊谷 武 1,2）

1）日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

2）日本歯科大学附属病院 口腔リハビリテーション科

3）藤田医科大学 歯科・口腔外科学講座

◯髙橋 知佳 1,7）、 中川 量晴 1,7）、 吉見 佳那子 1,7）

石井 美紀 1,7）、 渡邊 賢礼 2,7）、 玉田 泰嗣 3,7）

奥村 拓真 3,7）、 松原  ちあき 4,7）、 増田 恵美奈 5,7）

渡邊 裕 3,7）、 平野 浩彦 6,7）、 戸原 玄 1）

1）東京科学大学大学院 医歯学総合研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野

2）昭和医科大学歯学部 口腔衛生学講座

3）北海道大学大学院歯学研究院 口腔健康科学分野 高齢者歯科学教室

4）静岡県立大学短期大学部 歯科衛生学科

5）日本歯科医師会 日本歯科総合研究機構

6）東京都健康長寿医療センター病院 歯科口腔外科

7）日本老年歯科医学会 特任委員会（老健事業）
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優秀P衛生　優秀ポスター／歯科衛生士部門
2026年6月13日（土）12:40～13:40　ポスター会場2 10F 1008-1009

優秀P衛生-1 ワレンベルグ症候群患者に対し在宅で歯科衛生士が
摂食嚥下訓練を実施し経口摂取再開に至った一例

◯相羽 珠緒 1）、 山城 満喜子 1）、 首藤 嵩典 1）

宮田 由紀子 1）、 是本 夕華 1）、 松尾 浩一郎 2）

樋口 和徳 1）

1）みんなの歯医者さん

2）東京科学大学大学院地域・福祉口腔機能管理学分野

社会的フレイルを併存する口腔機能低下症患者に対し
段階的な口腔機能管理を行い改善に至った症例

◯髙橋 彩波 1）、 大沢 由茉 1）、 竜 正大 2）、 上田 貴之 2）

1）東京歯科大学水道橋病院歯科衛生士部

2）東京歯科大学老年歯科補綴学講座

優秀P衛生-2

歯科訪問診療における歯科衛生士の長期的関与が
意思疎通支援の導入に寄与した橋出血後遺症患者の
一症例

◯山城 満喜子 1）、 首藤 嵩典 1）、 是本 夕華 1）、相羽 珠緒 1）

宮田 由紀子 1）、 松尾 浩一郎 2）、 樋口 和徳 1）

1）みんなの歯医者さん

2）東京科学大学大学院 地域・福祉口腔機能管理学分野

優秀P衛生-3

口腔機能管理を軸とした多職種連携による
高齢心不全患者の1例

◯馬場 めぐみ 1）、 室田 弘二 1）、 寺尾 導子 2）

1）医療法人臨生会 名寄歯科医院

2）医療法人臨生会 吉田歯科分院

優秀P衛生-4

性差に左右されない頸動脈三角動作を指標とする
嚥下機能評価システム

◯山田 愛花 1）、 森豊 理英子 2）、 肥後 智行 2）

吹野 恵子 3）、 阿部 大数 4）、 中川 量晴 2）、 稲次 基希 4）

秋田 恵一  3）、 戸原 玄 2）、 荒船 龍彦 5）

1）東京電機大学大学院理工学研究科電子工学専攻

2）東京科学大学大学院医歯学総合研究科摂食嚥下リハビリテーション学分野

3）東京科学大学大学院医歯学総合研究科臨床解剖学分野

4）東京科学大学医学部付属病院脳神経外科

5）東京電機大学理工学部理工学科電子情報工学系

O-5-5

管理栄養士との連携による口腔機能管理および栄養
介入が口腔機能低下症高齢者に有効であった一症例

◯北垣 有季子 1）、 鎌田 聡仁 2）、 前田 芙沙 3）

江戸野 大河 3）、 栗山 咲希 1）、 内田 真唯 1）、 大神 浩一郎 3）

1）東京歯科大学千葉歯科医療センター歯科衛生士部

2）東京歯科大学千葉歯科医療センター補綴科

3）東京歯科大学千葉歯科医療センター総合診療科

優秀P衛生-5

優秀P一般　優秀ポスター／一般部門
2026年6月13日（土）12:40～13:40　ポスター会場2 10F 1008-1009

優秀P一般-1 歯科外来高齢患者における口腔機能と転倒および
下肢傷害リスクとの関連性

◯久岡 白石 1）、 水谷 慎介 2,3）、 谷 明日香 3）、 柏﨑 晴彦 3）

1）九州大学大学院歯学府高齢者歯科学・全身管理歯科学分野

2）九州大学大学院歯学研究院附属OBT研究センター

3）九州大学大学院歯学研究院高齢者歯科学・全身管理歯科学分野

食事に介助を要する要介護高齢者の食事観察項目と
意図しない体重減少の関連

◯森永 有映 1）、 中村 純也 2）、 釘宮 嘉浩 1,2）、 村上 正治 2）

服部 文香 1）、 三浦 和仁 3）、 佐藤 美寿々  4）、 岩崎 正則 4）

小原 由紀 8）、 菅野 亜紀 6）、 増田 絵美奈 5）、 伊藤 加代子 9）

恒石 美登里 5）、 岡田 芳幸 7）、 糸田 昌隆 10）、 菊谷 武 11）

渡邊 裕 3）、 水谷 慎介 12,13）、 平野 浩彦 14,15,16）、林 統 1）

1）愛知学院大学歯学部 高齢者・在宅歯科医療学講座

2）国立長寿医療研究センター 歯科口腔外科部

3）北海道大学大学院歯学研究院 口腔健康科学分野 高齢者歯科学教室

4）北海道大学大学院歯学研究院 口腔健康科学分野 予防歯科学教室

5）日本歯科医師会 日本歯科総合研究機構

6）東京歯科大学短期大学 歯科衛生学科

7）広島大学 障害者歯科

8）宮城高等歯科衛生士学院

9）新潟大学医歯学総合病院 口腔リハビリテーション科

10）大阪歯科大学附属病院 口腔リハビリテーション科

11）日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

12）九州大学大学院歯学研究院附属OBT研究センター

13）九州大学大学院歯学研究院口腔顎顔面病態学講座 高齢者歯科学・全身管理歯科学分野

14）東京都健康長寿医療センター病院 歯科口腔外科

15）東京都健康長寿医療センター研究所 自立促進と精神保健研究チーム 

16）東京都健康長寿医療センターフレイル予防センター 

優秀P一般-2

消化器系腫瘍患者における残存歯数ならびに
栄養指標と生命予後との関係

◯矢沢 麻生 1）、 岡本 美英子 2）、 長谷 菜々子 1）、 坂井 鮎 1）

田中 紘子 1）、 伊西口 初音 1）、 横井 美有希 2）、 吉田 光由 2）

1）藤田医科大学病院 歯科・口腔外科

2）藤田医科大学 医学部 歯科・口腔外科学講座

優秀P一般-3

嚥下反射の惹起遅延を客観的かつ非侵襲的に
評価する新たな手法の開発

◯園田 彩乃 1）、 玉田 泰嗣 1）、 佐々木 誠  2）、 角田 大樹 2）

清水 咲織 2）、 Lee YunChien 1）、 奥村 拓真 1）

三浦 和仁 1）、 渡邊 裕 1）

1）北海道大学大学院歯学研究院 口腔健康科学分野 高齢者歯科学教室

2）岩手大学大学院 総合科学研究科 理工学専攻 機械・航空宇宙コース

優秀P一般-4

優秀P地域　優秀ポスター／地域歯科医療部門
2026年6月13日（土）12:40～13:40　ポスター会場2 10F 1008-1009

優秀P地域-1 新規認知症発症と口腔の健康状態の関連

◯清水 潤 1）、 富永 一道 1,2）、 矢野 彰三 2）、 齋藤 寿章 1,2）

前田 憲邦 1）、 井上 幸夫 1）、 安藤 雄一 3）

1）一般社団法人島根県歯科医師会

2）島根大学地域包括ケア教育研究センター（CoHRE）

2）国立保健医療科学院

5Msフレームワークにより歯科訪問診療につなげた
若年性アルツハイマー型認知症患者の一例

◯市川 陽介 1）、 中村 純也 1）、 釘宮 嘉浩 1）、 横山 惟子 1）

中野 有生 1）、 守谷 恵未 1）、 村上 正治 1）

1）国立長寿医療研究センター 

優秀P地域-2

高齢肺炎患者への入院中の歯科介入と
退院後の生命予後：2年の追跡調査

◯大井 孝 1,2）、 菊地 真友 3）、 服部 佳功 2）、 山口 哲史 2）

田中 恭恵 2）、 猪狩 洋平 2）、 小宮山 貴将 2）、 伊藤 佳彦 2）

伊藤 有希 2）、 関 大蔵 2）、 佐藤 瑛子 2）、 小林 誠一 4）

矢内 勝 4） 

1）石巻赤十字病院 歯科

2）東北大学大学院歯学研究科 加齢歯科学分野

3）石巻赤十字病院 歯科衛生課

4）石巻赤十字病院 呼吸器内科

優秀P地域-3

高齢心不全患者におけるFunctional Tooth Unitと
オーラルフレイルの関連

◯室田 弘二 1）、 馬場 めぐみ 1）、 寺尾 導子 2）

1）医療法人臨生会 名寄歯科医院

2）医療法人臨生会 吉田歯科分院

優秀P地域-4

後期高齢者歯科健診によるフレイルの
リスク低減に向けた研究

◯佐川 敬一朗 1,2,4,5）、 越路 千佳子 2,4）、 駒橋 武 2,4）

鈴木 定幸 2,4）、 若林 竹彦 3,4）、 菊谷 武 5）

1）佐川歯科医院

2）一般社団法人鹿沼歯科医師会

3）一般社団法人足利歯科医師会

4）一般社団法人栃木県歯科医師会

5）日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

優秀P地域-5



P ポスター発表

2026年6月13日（土）12:50～13:20　ポスター会場2 10F 1008-1009

2026年6月14日（日）12:50～13:20　ポスター会場2 10F 1008-1009

奇数番号

偶数番号

口腔機能低下症に関連する研修会に参加した
歯科衛生士の意識調査

◯稲富 みぎわ 1）、 德永 文 1）、 福島 仁美 2）、 下山 舞子 2）

赤木 郁生 2）、 秋山 悠一 1）、 庄島 慶一 3）、 平塚 正雄 2,3）

氷室 秀高 2）

1）医療法人社団秀和会水巻歯科診療所

2）医療法人社団秀和会小倉南歯科医院

3）医療法人社団秀和会小倉北歯科医院

P-001

P-002 日本およびスイスの地域在住成人における
口腔機能低下症の国際比較研究

◯三上 理沙子 1）、 松尾 浩一郎  2）、 田中 美咲 2）

日髙 玲奈  2）、 金澤 学 3）

1）東京科学大学大学院医歯学総合研究科 先端材料評価学分野

2）東京科学大学大学院医歯学総合研究科 地域・福祉口腔機能管理学分野

3）東京科学大学大学院医歯学総合研究科 高齢者歯科学分野

地域在住高齢者におけるオーラルフレイルと
運動認知リスク症候群の関連：東浦研究

◯中村 純也 1）、 釘宮 嘉浩 1）、 横山 惟子 1）、 市川 陽介 1）

村上 正治 1）

1）国立長寿医療研究センター歯科口腔外科部

P-007

P-008 地域在住高齢者における口腔機能向上への意識と実践
の変容　ー能勢健康長寿研究３年間の継続調査からー

◯小澤 純子 1）、 高阪 貴之 2）、 福岡 智子 3）、 吉本 美枝 4）

上田 和美 5）、 権田 知也 2）、 池邉 一典 2）

1）大手前短期大学

2）大阪大学大学院歯学研究科 有床義歯補綴学・高齢者歯科学講座

3）大阪府豊能郡能勢町 福祉部健康づくり課

4）京都府歯科衛生士会

5）はぐくむ歯科クリニック

1）北海道医療大学歯学部 摂食機能療法・加齢歯科学分野

2）北海道医療大学在宅歯科診療所

3）北海道医療大学歯学部 クラウンブリッジ・インプラント補綴学分野

4）北海道医療大学病院 医療相談・地域連携室

高齢者に対する口腔衛生状態の評価に関連する
因子の検討(第3報)

◯成田 幸平 1）、 飯田 貴俊 1）、 合羅 佳奈子 1）、 

會田 英紀 3）、 煙山 修平 1）、 藤丸 果乃 1）、 金本 路 2）

植木 沢美 2）、 末永 智美 2）、 吉野 夕香 4）

P-009

P-010 口腔機能低下症の自立高齢女性への食事指導と運動
指導を含む口腔機能管理の効果：２年間の前向き研究

◯太田 緑 1）、 大沢 由茉 2）、 上田 貴之 1,2）

1）東京歯科大学老年歯科補綴学講座

2）東京歯科大学水道橋病院歯科衛生士部

1）サンスター株式会社

2）東京大学高齢社会総合研究機構

3）東京大学未来ビジョン研究センター

若年期・中年期の主観的口腔状態と
オーラルフレイルの関連：柏スタディ

◯溝口 奈菜 1）、 永谷 美幸 1）、 田子森 順子 1）

池田 健太郎 1,2）、 前田 真理子 1）、 田中 友規 2,3）

飯島 勝矢 2,3）

P-011

1）医療法人福和会 行橋グリーン歯科医院

2）九州歯科大学 摂食嚥下リハビリテーション学分野

3）医療法人福和会 別府歯科医院

舌半側切除により摂食嚥下機能が低下した患者に
対して内視鏡下嚥下機能検査と補綴的アプローチを
行った一例

◯大保 直道 1,2）、 藤井 航 2）、 堤 康史郎 3）

P-013

P-012 デジタル技術を活用したオーラルフレイル予防複合
プログラムの改善増強効果の検証

◯星野 日和 1）、 松尾 浩一郎 1）、 田中 美咲 1）、 日髙 玲奈 1）

三上 理沙子 2）、 相田 潤 3）、 小城 明子 5）、 増田 裕次 4）

1）東京科学大学大学院 医歯学総合研究科 地域・福祉口腔機能管理学分野

2）東京科学大学大学院医歯学総合研究科先端材料評価学分野

3）東京科学大学大学院医歯学総合研究科 歯科公衆衛生学分野

4）松本歯科大学 総合歯科医学研究所

5）日本女子大学 食科学部　栄養学科

P-014 舌圧向上を目的としたマウスピース型口腔内装置
使用による効果

◯並木 千鶴 1,2）、 原 豪志 2）、 刀祢 順子 2,3）、 戸原 玄 1）

多田 瑛 3）、 谷口 裕重 3）

1）東京科学大学摂食嚥下リハビリテーション学分野

2）衣笠あかり訪問歯科クリニック

3）朝日大学歯学部口腔病態医療学講座摂食嚥下リハビリテーション学分野

相模原市イベントでのオーラルフレイル調査と
口腔機能低下症の関連

◯鈴木 重紀 1）、 川﨑 正宗 1）、 奥森 直人 1）、 壁谷 玲 1）

宮野 詳子 1）、 安藤 一郎 1）、 浅川 和也 1）、 佐々木 道宏 1）

塚田 美紀  1）、 田口 直子 1）、 薄井 信子 2）、 田中 雄一郎 1

布施 厚子 1）、 寺崎 浩也 1）

1）公益社団法人 相模原市歯科医師会

2）特定非営利活動法人 神奈川県歯科衛生士会相模原支部

P-003

P-004 要支援・要介護高齢者における口腔機能精密検査と
視診による口腔衛生状態評価結果の乖離要因の検討

オーラルフレイル・口腔機能低下症

回復期リハビリテーション病棟における
歯科訪問診療の効果

◯北詰 栄里 1,2,3）、 田中 公美 4,5）、 宮下 直也 4,5）

富田 浩子 4）、 渡辺 美樹 4）、 水越 新人 4）、 縄稚 久美子 6）

前田 あずさ 6）、 窪木 拓男 6）、 菊谷 武 4,5）

1）日本医科大学武蔵小杉病院 口腔科

2）日本歯科大学附属病院 口腔外科

3）岡山大学医歯薬学総合研究科 機能再生・再建科学専攻 インプラント再生補綴学講座

4）日本歯科大学 口腔リハビリテーション多摩クリニック

5）日本歯科大学附属病院 口腔リハビリテーション科

6）岡山大学学術研究院 医歯薬学域 インプラント再生補綴学分野

優秀P一般-5

◯末永 智美 1）、 飯田 貴俊 1,2）、 吉野 夕香 3）、 金本 路 1）

植木 沢美 1）、 川上 智史 4）、 山田 律子 5）、 會田 英紀 6）

1）北海道医療大学在宅歯科診療所

2）北海道医療大学歯学部 摂食機能療法・加齢歯科学分野

3）北海道医療大学病院 医療相談・地域連携室

4）北海道医療大学

5）北海道医療大学看護福祉学部 地域保健看護学講座

6）北海道医療大学歯学部 クラウンブリッジ・インプラント補綴学分野

デジタルを活用し、３次元プリント有床義歯で
PAP床義歯を製作し、舌圧を改善させた１症例

◯千原 明得 1）、 神山 大地 2）

1）医療法人眞仁会 元町デンタルクリニック

2）ZERO DENT合同会社

P-005

P-006 口腔・栄養・運動の複合的な介護予防事業が住民に与える
影響　食品摂取多様性スコアと機能低下の自覚について

◯大河 貴久 1,2）、 岡本 美子 1,3）

1）大河歯科医院

2）京都市北歯科医師会

3）京都府歯科衛生士会北支部
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1）医療法人永寿会シーサイド病院

2）福岡歯科大学成長発達歯学講座障害者歯科学分野

3）医療法人永寿会陵北病院歯科

4）医療法人永寿会恩方病院

介護医療院におけるリハ・栄養・口腔の
三位一体の取り組み

◯原田 真澄 1）、 尾崎 茜 1）、 森田 浩光 2）、 阪口 英夫 3）、 

大野 友久 3）、 竹之下 美穂 3）、 大久保 正彦 4）

P-017

P-018 地域在住高齢者を対象としたフレイル,
サルコペニアに影響する因子の検討

◯宇田川 望 1）、 小野寺 哲夫 2）、 坂田 香里 2）

鈴木 政徳  2）、 大木 研一  2）、 鈴木 治仁 3）、 和栗 範幸 3）

佐藤 路子1）、 加藤 陽子 1）、 田中 公美 1）、 菊谷 武 1）

1）日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

2）公益社団法人 東京都品川区歯科医師会

3）公益社団法人 東京都荏原歯科医師会

1）北海道大学大学院歯学研究院予防歯科学教室

2）九州大学大学院歯学研究院口腔顎顔面病態学講座 高齢者歯科学・全身管理歯科学分野

3）国立長寿医療研究センター 歯科口腔外科部

4）北海道大学 大学院歯学研究院 口腔健康科学分野 高齢者歯科学教室

5）宮城高等歯科衛生士学院

6）東京歯科大学短期大学 歯科衛生学科

7）日本歯科医師会 日本歯科総合研究機構

8）新潟大学医歯学総合病院 口腔リハビリテーション科

9）札幌市保健福祉局ウェルネス推進部

10）広島大学 障害者歯科

11）東北福祉大学 健康科学部 医療経営管理学科

12）大阪歯科大学附属病院 口腔リハビリテーション科

13）東京都健康長寿医療センター病院 歯科口腔外科

    

高齢者施設における施設職員と歯科医師による
口腔の健康状態の評価の一致性

◯佐藤 美寿々 1）、 水谷 慎介 2）、 釘宮 嘉浩 3）、 三浦 和仁 4）

小原 由紀 5）、 菅野 亜紀 6）、 増田 絵美奈 7）、 伊藤 加代子 8）

恒石 美登里 7）、 秋野 憲一 9）、 岡田 芳幸 10）、 渡部 芳彦 11）

糸田 昌隆 12）、 渡邊 裕 4）、 平野 浩彦 13）、 岩崎 正則 1）

P-019

P-020 多職種連携によりADLが改善した
筋ジストロフィー患者の一例

◯森 由佳 1,2）、 宮本 佳宏 1）、 伊藤 ことみ 1）、 木島 由佳 1）

長谷川 純代 1）、 大塚 晴菜 1）、 多賀 仁美 1）、 森 明弘 2）

本間 佑子 1）

1）結デンタル

2）ぬくもり歯科

1）九州大学大学院歯学府口腔機能修復学講座クラウンブリッジ補綴学分野

咬筋厚と口腔機能および
サルコペニア診断基準との関連

◯近藤 遥香 1）、 荻野 洋一郎 1）、 熱田 生 1）

P-023

P-024 地域在住高齢者における咀嚼能率および習慣的
咀嚼行動と低体重傾向との関連：コホート内横断研究

◯黒﨑 陽子 1）、 三野 卓哉 1）、 徳本 佳奈 2）、 山野 恵莉菜 1）

西浦 恵奈  1）、 白水 雅子 2,3）、 山本 薫子 2）

長谷川 陽子 2,4）、 前川 賢治 1）、 新村 健 5）

1）大阪歯科大学歯学部欠損歯列補綴咬合学講座

2）兵庫医科大学医学部歯科口腔外科学講座

3）京都光華大学短期大学部歯科衛生学科

4）新潟大学大学院医歯学総合研究科包括歯科補綴学分野

5）兵庫医科大学医学部総合診療内科学

1）朝日大学歯学部 摂食嚥下リハビリテーション学分野

2）朝日大学歯学部 障害者歯科学分野

3）朝日大学病院 睡眠医療センター/脳神経内科

閉塞性睡眠時無呼吸と口腔機能との関連

◯大塩 茉奈 1）、 多田 瑛 1）、 水谷 早貴 2）、 天埜 皓大 1）

大倉 睦美 3）、 谷口 裕重 1）

P-025

P-026 後期高齢者の客観的咀嚼能力（グミ15秒検査）と
低栄養発症との関連について

◯齋藤 寿章 1,2）、 富永 一道 1,2）、 清水 潤  1）、 前田 憲邦 1）

井上 幸夫 1）、 矢野 彰三 1,2）

1）一般社団法人島根県歯科医師会

2）島根大学地域包括ケア教育研究センター

1）鹿児島大学口腔顎顔面補綴学分野

Oral frailty 5-item Checklistと口腔機能低下症の
検査結果の検討

◯池田 菜緒 1）、 戸澤 聖也 1）、 櫻井 智章 1）、 宮田 春香 1）

堀之内 玲耶 1）、 山田 悠平 1）、 村上 格 1）、 山下 裕輔 1）

西 恭宏 1）

P-027

P-028 ＡＩ技術を応用した高齢者の口腔ケア
支援アプリケーション開発への取り組み

◯浪川 夏絵 1）、 鈴木 啓之 1）、 赤穂 和樹 2）、 沖田 尚輝 3）

松井 凌 3）、 向井 友子 1）、 平山 茉奈 1）、 山根 邦仁 1）

古屋 純一 1）

1）昭和医科大学歯学研究科 口腔健康管理学講座 口腔機能管理学部門

2）昭和医科大学歯学部口腔健康管理学講座口腔機能管理学部門

3）株式会社村田製作所

1）ライオン株式会社 研究技術センター ライフサイエンス研究所

1）ライオン株式会社 研究技術センター ライフサイエンス研究所

健常者における口腔機能の実態把握 ー咀嚼能率と
舌圧、咬合力、咬合支持域との関連性解析ー

◯岩本 拓 1）、 松村 信 1）、 木村  茉実 1）、 中辻 幸奈 1）

林  滉一朗 1）、 野村 充 1）、 内山 千代子 1）、 牧 利一 1）

P-029

P-030 健常者における口腔機能の実態把握 ー口腔機能検査
指標と咬筋の硬度・輝度及び筋活動との関連性解析ー

◯松村 信 1）、 中辻 幸奈 1）、 林 滉一朗 1）、 岩本 拓 1）

木村 茉実 1）、 野村 充 1）、 内山 千代子 1）、 牧 利一 1）

1）ライオン株式会社 研究技術センター ライフサイエンス研究所

2）ライオン株式会社 デジタル戦略部

オーラルディアドコキネシスの発音特性と
舌骨上筋群の筋活動の関連性

◯留岡 諭志 1）、 安藤 万乃 1）、 青山 薫英 1）、 南 翔太 2）

内山 千代子 1）、 牧 利一 1）

P-031

1）朝日大学歯学部 摂食嚥下リハビリテーション学分野

2）医療法人社団登豊会近石病院 歯科・口腔外科

3）おはよう歯科

4）医療法人 祥義会

5）株式会社フードケア

P-032 干渉波電気刺激が口腔機能へ及ぼす効果の検証
― 生活期患者における6か月間の介入効果 ―

◯多田 瑛 1）、 中尾 幸恵 1,2）、 近石 壮登 1,2）、 冨田 大一 1,3）

 井上 義郎 4）、 下峯 浩志 5）、 谷口 裕重 1）

1）医療法人篤志会さこだ歯科 

2）東京科学大学大学院 地域・福祉口腔機能管理学分野

在宅での歯科訪問診療患者における口腔機能
および栄養状態の実態調査

◯藤 亘太郎 1）、 正國 光一 1）、 砂坂 ちさと  1）、 迫田 敏 1）

松尾 浩一郎 2）

P-021

当院認定栄養ケアステーションが運営する
認知症カフェにおける地域活動の成果

◯深津 ひかり 1）

1）医療法人 ふかつ歯科

1）京都市左京歯科医師会

P-015

P-016 訪問介護員（ホームヘルパー）における
口腔健康管理活動の今後の展望

◯岡田 尚則 1）

介護・介護予防

P-022 介護施設入所者の咀嚼運動に影響する因子の検討
ー２年間の追跡研究ー

◯中山 渕利 1）、 戸原 玄 2）、 阿部 仁子 1）、 木村 将典 1）

島 楓佳 1）、 米永 一理 1）

1）日本大学歯学部 摂食機能療法学講座

2）東京科学大学 医歯学総合研究科医歯学系専攻老化制御学講座

  摂食嚥下リハビリテーション学分野

口腔機能



1）日本大学大学院松戸歯学研究科 有床義歯補綴学

2）日本大学松戸歯学部有床義歯補綴学講座

1）徳島大学大学院 医歯薬学研究部 口腔顎顔面補綴学分野

2）美馬市国民健康保険木屋平診療所

3）徳島大学大学院医歯薬学研究部 総合診療歯科学分野

4）徳島大学

高齢者における「食べる力の評価質問票」の
因子構造と信頼性の検討

◯後藤 崇晴 1）、 藤原 真治 2）、 松田 岳 1）、 岸本 卓大 3）

市川 哲雄 4）、 渡邉 恵 1）

P-033

1）国立長寿医療研究センター歯科口腔外科部

2）ユーハ味覚糖株式会社バイオ開発セクションバイオ技術開発デパートメント

地域在住高齢者における口腔機能低下症と洗口剤の
使用頻度の関連：東浦研究

◯釘宮 嘉浩 1）、 村上 正治 1）、 安田 琢和 2）、 浅野 年紀 2）

横山 惟子 1）、 市川 陽介 1）、 中村 純也 1）

P-035

P-034 舌圧における力を相対的に調整する
グレーディング能力の評価方法に関する基礎的検討

◯金本 成一 1）、 五十嵐 憲太郎 2）、 大川 孝博 1）、 藤井 あゆ 2）

野口 奈保子 2）、 栗谷川 輝 2）、 河相 安彦 2）、 伊藤 誠康 2）

老人介護施設において歯科介入をきっかけに
非経口摂取から経口摂取へと移行した症例

◯正國 光一 1）、 藤 亘太郎 1）、 砂坂 ちさと 1）、 迫田  敏 1）

松尾 浩一郎 2）

1）医療法人篤志会さこだ歯科

2）東京科学大学大学院 地域・福祉口腔機能管理学分野

P-039

P-036 一般歯科医院における口腔リハビリテーションと
栄養管理との併用が口腔機能低下予防に及ぼす影響

◯夫馬 秋野 1,2）、 多田 瑛 2）、 水谷 早貴 2）、 天埜 皓太 2）

大塩 茉奈 2）、 木村 将典 2）、 谷口 裕重 2）

1）いまえだ歯科・口腔外科・矯正歯科

2）朝日大学歯学部 摂食嚥下リハビリテーション学分野

多職種連携により口腔癌の終末期患者に
ターミナルケアを提供できた一例

◯秋山 悠一 1）、 平塚 正雄 2）、 庄島 慶一 2）、 赤木 郁生 3）

福島 仁美 3）、 下山 舞子 3）、 稲冨 みぎわ 1）、 氷室 秀高 3）

1）医療法人社団秀和会 水巻歯科診療所

2）医療法人社団秀和会 小倉北歯科医院

3）医療法人社団秀和会 小倉南歯科医院

P-037

P-038 特別養護老人ホーム入所高齢患者における
口腔機能とフレイルティ・インデックスとの関連

連携医療・地域医療

◯井上 義郎 1,2）、 小宮山 貴将 1）、 佐藤 瑛子 1）、 関 大蔵 1）

大井 孝 1,3）、 服部 佳功 1）

1）東北大学大学院歯学研究科 加齢歯科学分野

2）医療法人祥義会 福島訪問歯科医院

3）石巻赤十字病院 歯科

P-040 歯科訪問診療において多職種連携で対応した
薬剤関連顎骨壊死の１症例

◯萩原 佳江 1）、 大塚 晴奈 1）

1）のだ歯科医院

速やかな病診連携で対応した、歯科定期管理時に
経験した早期口腔がん症例

◯青山 行彦 1）

1）医療法人Respect　浜松アクトタワー青山歯科室

P-041

P-042 終末期摂食嚥下支援における家族の葛藤への
心理的介入の一例

◯加地 彰人 1）、 福田 泉 1）

1）医療法人あき歯科医院

P-050 奈良県における後期高齢者歯科健診と
総死亡リスクに関する歴史的コホート研究

◯小向井 英記 1,2,5）、 冨岡 公子 3）、 周藤 俊治 4）

末瀨 一彦 2）

1）奈良県立医科大学 疫学・予防医学講座

2）一般社団法人 奈良県歯科医師会

3）奈良県立医科大学 県民健康増進支援センター

4）奈良県立医科大学 地域医療学講座

5）医療法人 小向井歯科クリニック

実態調査

歯科と言語聴覚士が連携し在宅の摂食嚥下を地域で
広く支える取り組みと今後の可能性

◯工藤 慎也 1）、 赤沼 正康 1）

1）社会医療法人 豊生会 東苗穂にじいろ歯科クリニック

P-043

当地区における在宅歯科相談窓口の活用報告 

◯会沢 咲子 1）、 蛯谷 明希 1）、 小川 沙知 1）、 鯉沼 哉 2）

高田 靖 2）

1）豊島区歯科医師会 あぜりあ歯科診療所

2）豊島区歯科医師会

P-047

P-044 訪問内科医と連携して訪問診療で対応した
聴覚障害を有する典型的三叉神経痛患者の1症例

◯間宮 秀樹 1）、 太田 桃子 1）、 小野 洋一 1）、 菊地 幸信 1）

平野 昌保 1）、 宮田 保之 1）、 平山 勝徳 1）、 秋元 宏恵 1）

西尾 純平 1）、 杉山 美帆 1）、 東澤 雪子 1）

1）藤沢市歯科医師会

某回復期病院における高齢者の入院時の
口腔状態について

◯德永 文 1）、 稲富 みぎわ 1）、 秋山 悠一 1）、 平塚 正雄 2,3）

氷室 秀高 3）

1）医療法人社団秀和会 水巻歯科診療所

2）医療法人社団秀和会 小倉北歯科医院

3）医療法人社団秀和会 小倉南歯科医院

P-045

P-046 地域歯科医師会と地域医療を担う病院歯科の
連携による嚥下障害患者の対応

◯並木 千鶴 1,4,5）、 松﨑 哲 2,3）、 原 豪志  4）、 戸原 玄 5）

森豊 理英子 5）、 長谷川 智子 1）、 石川 潤 1）、 野原 通 1）

1）聖蹟会埼玉県央病院

2）埼玉県北足立歯科医師会

3）まつざき歯科クリニック

4）衣笠あかり訪問歯科クリニック

5）東京科学大学摂食嚥下リハビリテーション学分野

1）北海道医療大学病院医療相談・地域連携室

2）北海道医療大学在宅歯科診療所

3）北海道医療大学歯学部 摂食機能療法・加齢歯科学分野

4）北海道医療大学

5）北海道医療大学 歯学部 クラウンブリッジ・インプラント補綴学分野

1）東京都健康長寿医療センター研究所

2）札幌市保健福祉局

3）大阪歯科大学附属病院口腔リハビリテーション科

4）歯科医院 丸尾崎

5）わかくさ竜間リハビリテーション病院

6）豊島区歯科医師会

7）日本歯科総合研究機構

8）社会医療法人 原土井病院 歯科

P-048 高齢の口腔がん患者が人生の最終段階で生じる
ナラティブを医科と協働検討した一症例

◯吉野 夕香 1）、 末永 智美 2）、 金本 路 2）、 植木 沢美 2）

飯田 貴俊 3）、 川上 智史 4）、 會田 英紀 5）

在宅療養者の歯科医療相談支援体制整備状況の実態

◯枝広 あや子 1）、 秋野 憲一 2）、 糸田 昌隆 3）、 尾崎 由衛 4）

貴島 真佐子 5）、 高田 靖 6）、 恒石 美登里 7）、 増田 絵美奈 7）

岩佐 康行 8）、 平野 浩彦 1）

P-049
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当地区における訪問型高齢者歯科健診事業に
ついての報告

◯高田 靖 1）、 鯉沼 哉 1）、 会沢  咲子 1）、 蛯谷 明希 1）

小川 沙知 1）

1）公益社団法人 東京都豊島区歯科医師会

P-063

P-060 昭和医科大学病院 病院歯科における
口腔健康管理の現状と課題

◯山口 麻子 1,2）、 鈴木 啓之 3）、 桑澤 実希 3.4）

平山 茉奈 3）、 寺岡 正譜 3）、 岡田 遥香 3）、 橋本 はるか 3）

鈴木 聖章 3）、 古屋 純一 3）

1）昭和医科大学病院 病院歯科

2）昭和医科大学歯学部 全身管理歯科学講座 医科歯科連携診療歯科学部門

3）昭和医科大学 大学院 歯学研究科 口腔機能管理学分野

4）昭和医科大学藤が丘病院 病院歯科

地域在住高齢者における咬筋の筋質と
サルコペニアとの関連：東浦研究

◯村上 正治 1）、 釘宮 嘉浩 1）、 横山 惟子 1）、 市川 陽介 1）

中村 純也 1）

1）国立長寿医療研究センター 歯科口腔外科部

P-061

P-062 高齢者サロンに参加した地域在住高齢者における
主観的な口腔健康感の評価と口腔機能の実態調査

1）三豊総合病院

2）まんのう町国民健康保険造田歯科診療所

3）医療法人社団 あらき歯科クリニック

4）医療法人新樹会 豊嶋歯科医院

5）公益社団法人 香川県歯科医師会

1）昭和医科大学藤が丘病院 病院歯科

2）昭和医科大学 大学院 歯学研究科 口腔機能管理学分野

P-064 デイサービスにおけるミールラウンドの必要性

◯後藤 拓朗 1,5）、 木村 年秀 2,5）、 荒木 哲也 3,5）

豊嶋 健治 4,5）

1）広島市立リハビリテーション病院

P-066 肺炎後のパーキンソン病関連疾患における
嚥下リハビリテーションの治療転帰
～PAPの意義を検討する

◯髙木 幸子 1）

昭和医科大学藤が丘病院 病院歯科口腔ケア回診と
周術期口腔機能管理の現状と課題

◯桑澤 実希 1,2）、 鈴木 啓之 2）、 大澤 淡紅子 2）

向井 友子 2）、 山根 邦仁 2）、 赤穂 和樹 2）、 田上 理沙子 2）

田畑 友寛 2）、 杉木 亨 2）、 浪川  夏絵 2）、 岡田 遥香 2）

橋本 はるか 2）、 清河  徳任 2）、 中原 颯太 2）、 古屋 純一 2）

P-065

P-067

東温スタディにおける糖尿病と口腔機能低下との関係

◯日野 紗季 1）、 本釜 聖子 1）

1）愛媛大学医学部附属病院歯科口腔外科・矯正歯科

P-055

精神科病院入院高齢者におけるOHAT-Jを用いた
歯周疾患スクリーニングの検討

◯今井 裕子 1,2）

1）昭和医科大学烏山病院病院歯科

2）昭和医科大学歯学部歯科保存学講座歯周病学部門

P-059

P-052 医科受診患者における歯科の定期受診を妨げる要因

◯細入 枝里 1）、 髙澤 理奈 1）、 山﨑 菜々子 1）、 服部 馨 1）

久野 彰子 1）

1）日本医科大学付属病院 口腔科

当院における回復期リハビリテーション病棟を
有する病院への歯科訪問診療の実態

◯庄島 慶一 1）、 平塚 正雄 1,2）、 岩田 美由紀 1）

加藤 喜久 1）、 福島 仁美 2）、 下山 舞子 2）、 赤木 郁生 2）

秋山 悠一 3）、 氷室 秀高 2）

1）医療法人社団秀和会 小倉北歯科医院

2）医療法人社団秀和会 小倉南歯科医院

3）医療法人社団秀和会 水巻歯科診療所

P-053

P-054 人工膝関節置換術予定患者における身体機能と
口腔機能の関係

◯本釜 聖子 1）、 武田 紗季 1）

1）愛媛大学医学部附属病院歯科口腔外科・矯正歯科

1）名古屋歯科保健医療センター

2）名古屋市在宅歯科医療・介護連携室

3）名古屋市千種区歯科医師会

4）名古屋市歯科医師会

5）東海学院大学大学院・人間関係学研究科

6）北陸大学・医療保健学部

1）日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

2）日本歯科大学附属病院 口腔リハビリテーション科

3）九州大学大学院歯学研究院附属OBT研究センター

4）北海道大学 大学院歯学研究院予防歯科学教室

5）東京科学大学大学院医歯学総合研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野

6）国立長寿医療研究センター歯科口腔外科部

7）北海道大学 大学院歯学研究院 口腔健康科学分野 高齢者歯科学教室

8）東京都健康長寿医療センター病院歯科口腔外科

9）東京都健康長寿医療センター研究所自立促進と精神保健研究チーム

10）東京都健康長寿医療センターフレイル予防センター

P-056 名古屋市在宅歯科医療・介護連携室における
在宅医療・介護連携の活動報告

◯二ノ倉 欣久 1,2,5,6）、 岡地 芳枝 2）、 糸山 暁 3）

伊藤 暖果 1,2,4）

介護保険施設入所高齢者における歯科訪問診療の
中断と食形態低下との関連

◯大日方 雪乃 1,2,7）、 宮下 直也 1,2,7）、 鰕原 賀子 2）

高橋 賢晃 1,2）、 菊谷  武 1,2）、 水谷 慎介 3）、 佐藤 美寿々 4）

中川 量晴  5）、 釘宮 嘉浩 6）、 三浦 和仁 7）、 玉田 泰嗣 7）

渡邊 裕 7）、 平野 浩彦 8,9,10）

P-057

介護保険施設入所高齢者における歯科衛生士の
口腔衛生管理の中断と肺炎発症との関連

◯宮下 直也 1,2,7）、 大日方 雪乃 1,2,7）、 鰕原 賀子 2）

高橋 賢晃  1,2）、 菊谷 武 1,2）、 水谷 慎介 3）、 佐藤 美寿々 4）

中川 量晴 5）、 釘宮 嘉浩 6）、 三浦 和仁 7）、 玉田 泰嗣 7）

渡邊 裕 7）、 平野 浩彦 8,9,10）

P-051

1）日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

2）日本歯科大学附属病院口腔リハビリテーション科

3）九州大学大学院歯学研究院附属OBT研究センター

4）北海道大学大学院歯学研究院予防歯科学教室

5）東京科学大学大学院医歯学総合研究科摂食嚥下リハビリテーション学分野

6）国立長寿医療研究センター歯科口腔外科部

7）北海道大学大学院歯学研究院口腔健康科学分野高齢者歯科学教室

8）東京都健康長寿医療センター病院歯科口腔外科

9）東京都健康長寿医療センター研究所自立促進と精神保健研究チーム

10）東京都健康長寿医療センターフレイル予防センター   

1）JCHO東京新宿メディカルセンター 歯科・歯科口腔外科

P-058 看護師の日常的口腔ケアにおける現状と
学習ニーズの調査 ー経験年数による比較検討ー

◯澤島 果林 1）、 中根 綾子 1）、 佐藤 響 1）

◯宇佐美 博志 1）、 服部 文香 1）、 中川 靖子 2）

服部 千景 3）、 竹内 一夫 1）、 木本 統 1）

1）愛知学院大学歯学部高齢者・在宅歯科医療学講座

2）愛知学院大学歯学部附属病院

3）愛知県

P-068 漢方薬Danshenの投与が2型糖尿病モデルマウスの
唾液腺機能に与える影響

◯尾﨑 雅歩 1）、 宗政 翔 1）、 野代 知孝 1）、 向坊 太郎 1）

近藤 祐介 1）、 細川 隆司 1）、 正木 千尋 1）

1）九州歯科大学口腔再建補綴学分野

要介護高齢者の義歯使用の有無およびその形態と
家族介護者の介護負担過重との関連

◯岸 さやか 1）、 山口 哲史 2）、 小宮山 貴将 2）

猪狩 洋平 2）、 田中 恭恵 2）、 伊藤 佳彦 2）、 伊藤 有希 2）

内ケ崎 一徹 2）、 黒田 雅博 2）、 佐藤 全弘 2）、 関 大蔵 2）

佐藤 瑛子 2）、 佐藤 萌恵 2）、 柴崎 陵 2）、 岡橋 美奈子 1）

阿部 吏芳 1）、 小牧 健一朗 3）、 成田 憲司 1,3）、 小菅 玲 3）

服部 佳功 2）

1）（一社）仙台歯科医師会 在宅訪問・障害者・休日夜間歯科診療所

2）東北大学大学院歯学研究科加齢歯科学分野

3）（一社）仙台歯科医師会

加齢変化・基礎研究
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P-074 顎関節部の疼痛と開口障害を契機に
巨細胞性動脈炎と診断された１例

◯森 美由紀 1）、 齊藤 美香 1）、 武山 桂己 1）、 日吉 彩乃 1）

森 彩乃 1）、 宮本 敦子 1）、 大鶴 洋 1,2）、 平野 浩彦 1）

1）東京都健康長寿医療センター歯科口腔外科

2）大鶴歯科口腔外科クリニック

全身管理・全身疾患

心臓ペースメーカを装着した在宅療養患者に心電図
モニタリング下で超音波スケーラーを使用した症例

◯水野 利恵 1）、 深山 治久 1）、 福井 智子 1）、 高橋 賢晃 1,2）

戸原 雄 1,2）、 加藤 真莉 1）、 関 麻衣子 1）、 真砂 功 3）

1）杉並区歯科保健医療センター

2）日本歯科大学 口腔リハビリテーション多摩クリニック

3）東京都杉並区歯科医師会

1）東京科学大学病院オーラルヘルスセンター

2）東京科学大学大学院医歯学総合研究科地域・福祉口腔機能管理学分野

3）東京科学大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯科学分野

P-075

精神科病院における入院患者の口腔環境の
現状について

◯尾崎 茜 1）、 原田 真澄 1）、 大久保 正彦 2）、 森田 浩光 3）

竹之下 美穂 4）、 大野 友久 4）、 阪口 英夫 4）

1）医療法人永寿会シーサイド病院

2）医療法人永寿会恩方病院

3）福岡歯科大学成長発達歯学講座障害者歯科学分野

4）医療法人永寿会陵北病院

P-077

P-076 歯科衛生士が多職種連携のハブとなり口腔機能の
改善を認めた口角がん患者への周術期口腔管理

◯佐藤 瞳 1）、 三上 理沙子 1,2）、 宮島 沙紀 1,2）

水野 留理子 1）、 石井 萌子 1）、 加藤 夢乃 1）、 吉田 奈永 1）

田中 美咲  1,2）、 日高 玲奈 1,2）、 岡田 光純 3）

松尾 浩一郎 1,2）

教育

症例・施設

1）東京歯科大学老年歯科補綴学講座

早期臨床体験としての回復期・慢性期病棟実習の
アンケート調査

◯佐野 智也 1）、 田村 暢章 2）、 松田 玲於奈 2）、 大西 孝宣 2）

大岡 貴史 3）、 竹島 浩 2）、 竹下  玲 2）

1）明海大学歯学部社会健康科学講座口腔保健歯科予防学分野

2）明海大学歯学部病態診断治療学講座高齢者歯科学分野

3）明海大学歯学部機能保存回復学講座摂食嚥下リハビリテーション学

P-079

電動歯ブラシを用いた訪問歯科衛生指導により口腔
清掃状態の改善を認めた介護施設入居者の一症例

◯宮田 由紀子 1）、 山城 満喜子 1）、 相羽 珠緒 1）

是本 夕華 1）、 首藤 崇典 1）、 松尾 浩一郎 2）、 樋口 和徳 1）

1）みんなの歯医者さん

2）東京科学大学大学院地域・福祉口腔機能管理学分野

P-083

知的能力障害のある高齢者に対する
個別的口腔衛生支援の効果

◯縄田 和歌子 1）、 松尾 幸子 2）、 尾崎 茜 3）、 森田 浩光 2）

1）福岡歯科大学医科歯科総合病院歯科衛生士部

2）福岡歯科大学成長発達講座障害者歯科学分野

3）医療法人永寿会シーサイド病院

P-081

P-080 入院中の要介護高齢者に対しICTを活用して製作した
積層造形義歯を用いたリハビリテーションを行った症例

◯竜 正大 1）、 小林 嵩史 1）、 上田 貴之 1）

1）東北大学大学院歯学研究科加齢歯科学分野

2）東北医科薬科大学医学部衛生学公衆衛生学教室

3）石巻赤十字病院・歯科

4）帝京大学医学部衛生学公衆衛生学講座

P-078 口腔保健指標とマルチモビディティの関連について：
大迫研究

◯関 大蔵 1）、 小宮山 貴将 1）、 村上 任尚 1,2）、 大井 孝 1,3）

山口 哲史 1）、 大久保 孝義 4）、 服部 佳功 1）

1）みんなの歯医者さん

2）東京科学大学大学院医歯学総合研究科生命理工医療科学専攻口腔保健学講

  座地域福祉口腔機能管理学分野教授

P-082 高齢者施設入居中の歯科治療に非協力的な歯肉増殖
症患者に対し歯科衛生士主体の介入が奏功した一例

◯是本 夕華 1）、 樋口 和徳 1）、 山城 満喜子 1）、 首藤 崇典 1）

相羽 珠緒 1）、 宮田 由紀子 1）、 松尾 浩一郎 2）

歯科訪問診療で脳血管障害患者に嚥下評価・
義歯作製・嚥下訓練を一体で実施し嚥下機能の
改善に寄与した一例

◯樋口 和徳 1）、 吉川 滿喜子 1）、 首藤 崇典 1）、 是本 夕華 1）

相羽 珠緒 1）、 宮田 由紀子 1）、 松尾 浩一郎 2,1）

1）みんなの歯医者さん

2）東京科学大学大学院 地域・福祉口腔機能管理学分野

P-085

1）医療法人福和会 別府歯科医院 訪問診療部

2）九州大学大学院歯学研究院 口腔顎顔面病態学講座 高齢者歯科学・

  全身管理歯科学分野

3）医療法人福和会 行橋グリーン歯科医院

P-084 左大腿骨転子部骨折にて入院中の超高齢患者に対し、
義歯修理により経口摂取量を改善した症例

◯堤 康史郎 1,2）、 大保 直道 3）、 柏崎 晴彦 2）

1）藤沢市歯科医師会

2）ヒューマンデンタルクリニック

P-086 咬合改善を行ったパーキンソン病患者へ摂食嚥下リハ
ビリテーション外来での食の支援を行っている症例

◯小林 利也 1）、 渡辺 真人 1）、 鈴木 聡行 1）、 小野 洋一 1）

菊地 幸信 1）、 平野 昌保 1）、 菊池 宏恵 1）、 高橋 恭子 1）

若尾 美知代 1）、 佐藤 園枝 1）、 似鳥 純子 1）、 石田 彩 1）

吉浜 由美子 1）、 日吉 美保 1）、 矢ヶ崎 和美 1）、 東澤 雪子 1）

杉山 美帆 1）、 飯島 由佳 1）、 飯田 良平 2）

ホルモン類のヒト肺線維芽細胞TIG-3に対する
複製寿命延長作用の検討

◯進藤 彩花 1）、 坂上 宏 2）、 大岡 貴史 1）

1）明海大学歯学部機能保存回復学講座摂食嚥下リハビリテーション学分野

2）明海大学歯科医学総合研究所(M-RIO)

P-071

市販義歯洗浄剤がスタッド型アタッチメントの
維持力に及ぼす影響

◯原田 佳枝 1）、 長富 亮雅 1）、 村田 比呂司 1）

1）長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 歯科補綴学分野

P-069

P-070 インスタントコーヒーに増粘剤を添加した際のラット
の鼓索神経応答および嗜好性に与える影響について

1）東京歯科大学 口腔病態外科学講座

2）東京都立病院機構東京都立豊島病院歯科口腔外科

1）九州歯科大学口腔再建補綴学分野

P-072 咬筋の老化とオートファジーの関連を探索する

◯加藤 禎彬 1）、 星野 照秀 2,1）、 橋本 菜央 1）、 菅原 圭亮 1）

片倉 朗 1）

マウス顎下腺における加齢関連
唾液代謝プロファイルの検討

◯合田 実 1）、 向坊 太郎 1）、 野代 知孝 1）、 宗政 翔 1）

近藤 祐介 1）、 細川 隆司 1）、 正木 千尋 1）

P-073

◯酒井 純 1）、 前田 知馨代 3）、 大塩 茉奈 1）、 谷口 裕重 1）

硲 哲崇 2）

1）朝日大学歯学部口腔病態医療学講座摂食嚥下リハビリテーション学分野

2）朝日大学歯学部口腔機能修復学講座口腔生理学分野

3）朝日大学歯学部口腔病態医療学講座障害者歯科学分野



その他

汎用型Web会議システムを用いた常時デジタル
連携型歯科訪問診療チームの構築と有用性の検討

◯三輪 俊太 1,2）、 中島 淳子 1）、 大曽根 歩愛 1）

曽我 愛子 1）、 杉浦 有佳子 1）

1）Ihana歯科岐阜

2）大阪大学大学院歯学研究科有床義歯補綴学・高齢者歯科学講座

P-095

全身状態の変化により義歯新製を断念し、
旧義歯の修理対応を実施した症例

◯吉永 義優 1,2）、 内藤 徹 2）

1）医療法人社団徳治会 徳治会歯科医院宇城

2）福岡歯科大学総合歯科学講座高齢者歯科学分野

P-089

1）公益財団法人仙台市医療センター仙台オープン病院 口腔管理センター・歯科

1）株式会社ジーシーR＆D

P-092 根面う蝕修復におけるグラスアイオノマーセメントの
辺縁封鎖性評価

◯樋地 あかり 1）、 田中 宏冶 1）、 平野 恭佑 1）

1）神奈川歯科大学 全身管理歯科学講座 障害者歯科学分野

2）神奈川歯科大学 歯科診療支援学講座 歯科メンテナンス学分野

3）東京歯科大学 口腔健康科学講座 摂食嚥下リハビリテーション研究室

P-090 摂食嚥下訓練と上顎義歯一体型の軟口蓋挙上装置を
併用した脳梗塞後遺症患者の1例

◯野口 毅 1）、 横山 滉介 2）、 鎌田 有一朗 1）、 石田 瞭 3）

小松 知子 1）

急性期病院における口腔管理センターの役割と
多職種連携の実際

◯千葉 高大 1）

P-093

1）東京科学大学大学院医歯学総合研究科

2）株式会社東京医歯学総合研究所

3）衣笠あかり訪問歯科クリニック

高齢患者に用いてきた唾液持続吸引マウスピースは
ALS患者にも有用か

◯森豊 理英子 1）、 山田 大志 1,2）、 並木 千鶴 1）、 原 豪志 3）

朴 媛華 1）、 耕田 のぞみ 1）、 柳田 陵介 1）、 戸原 玄 1）

P-091

重度歯周炎により義歯装着困難となり
咀嚼機能低下となった要介護高齢者の一症例

◯大和 真衣 1）、 吉岡 亜希子 1）、 小濱 晴湖 1）、 菅原 史子 1）

東澤 雪子 1）、 稲毛 忍 1）、 和田 光利 1）、 片山 正昭 1）

渡邉 博志  1）、 鈴木 聡行 1）

P-087

1）藤沢市歯科医師会

1）東京科学大学 大学院医歯学総合研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野

P-094

P-096

訪問診療時に医療者が行う娯楽的介入（一発芸）と
患者の自発的活動の関連

◯亀田 千津子 1）、 山口 浩平 1）、 中川 量晴 1）

吉見 佳那子 1）、 石井 美紀 1）、 柳田 陵介 1）、 戸原 玄 1）

1）医療法人社団八洲会 あしがら西湘歯科診療所

P-088 流涎の多い在宅療養高齢患者への対応

◯木森 久人 1）

生活保護受給開始前後の補綴関連診療行為を伴う
歯科受診割合の変化：LIFE study

◯塩田 千尋 1）、 竹内 研時 1,2）、 草間 太郎 1,2）、 福田 治久 3）

1）東北大学大学院歯学研究科国際歯科保健学分野

2）東北大学大学院歯学研究科歯学イノベーションリエゾンセンターデータサイエンス部門

3）九州大学大学院医学研究院医療経営・管理学講座

認定 P　認定医審査ポスター
2026年6月12日（金）14:30～16:10　ポスター会場1　10F 1004-1007

認定P-1 定期評価により口腔および身体機能低下の進行を
把握し， 高齢者の自立支援を補助した症例

○小貫 和佳奈 1）、 伊藤 加代子 2）

1）新潟大学医歯学総合病院 摂食嚥下機能回復部

2）新潟大学医歯学総合病院 口腔リハビリテーション科

抗精神病薬服用中の統合失調症患者における
口腔機能低下に対応した一症例

○西村 佳央理 1）、 柏﨑 晴彦 2）

1）九州大学病院 咬合補綴科

2）九州大学病院 高齢者歯科・全身管理歯科

認定P-2

聴覚障害を有する口腔機能低下症患者への
口腔機能訓練効果

○森 裕太郎 1）、 中山 渕利 1）

1）日本大学歯学部摂食機能療法学講座

認定P-3

多疾患併存の後期高齢者における補綴治療後の
口腔機能管理の一例

認定P-4

○栗原 崇實 1）、 井上 太郎 1）、 川本 章代 1）、 髙橋 一也 1）、

1）大阪歯科大学 高齢者歯科学講座

左側舌癌術後に経口摂取が難渋した症例認定P-5

○水谷 早貴 1）、 谷口 裕重 1）、

1）朝日大学歯学部 摂食嚥下リハビリテーション学分野

下顎薬剤関連顎骨壊死に起因する下顎骨辺縁切除による
咀嚼障害と口腔機能の低下に対応した症例

認定P-6

○宮田 春香 1）、 西 恭宏 1）

1）鹿児島大学大学院医歯学総合研究科口腔顎顔面補綴学分野

基礎疾患のあるアルツハイマー型認知症の高齢者に
対し，訪問歯科診療にて義歯を新製した一症例

認定P-7

○下山 舞子 1）、平塚 正雄 1,2）

1）医療法人社団秀和会 小倉南歯科医院

2）医療法人社団秀和会 小倉北歯科医院

訪問診療での義歯新製と患者家族を中心とした
嚥下訓練により経口摂取を再開した症例

認定P-8

○高橋 陽助 1）、村田 比呂司 1）

1）長崎大学病院 義歯補綴治療室

在宅における食事観察をもとに家族介護支援と
食事環境調整により低栄養リスクを改善した症例

認定P-9

○山田 崇弘 1）、羽生 真也 2）

1）すこやか歯科クリニック

2）西日本病院

施設新規入所高齢者に義歯新製と摂食機能訓練を
実施し口腔機能の向上を認めた症例

認定P-10

○渡邉 聡 1）、鈴木 史彦 1）

1）奥羽大学歯学部歯科補綴学講座高齢者歯科学分野

脳出血後遺症を有する肺炎患者に対し，入院中から
在宅療養期まで継続的な介入を行い，3食経口摂取が
可能となった一例

認定P-11

○川間 七海 1）、中山 渕利 1）

1）日本大学歯学部摂食機能療法学講座

誤嚥性肺炎を繰り返す胃瘻の患者に対し，
歯科訪問診療の介入により肺炎の再発なく
経口摂取で栄養確保が可能となった一例

認定P-12

○齋藤 靖人 1）、植田 耕一郎 1）

1）日本大学歯学部付属歯科病院 摂食機能療法学講座

神経内科との連携のもとアリピプラゾールを使用し
良好な経過が得られた，アルツハイマー型認知症が
併発した舌痛症患者の１例

認定P-13

○梅﨑 陽二朗 1）、内藤 徹 1）

1）福岡歯科大学総合歯科学講座高齢者学分野
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認定P-14 多疾患併存・多剤服用の糖尿病高齢者に対する
医科歯科連携を通じた包括的歯科管理と
治療優先順位の検討

○寺本 祐二 1）、 渡邊 哲 2）

1）寺本歯科医院

2）愛知学院大学歯学部口腔顎顔面外科学講座

重度認知症による非協力と口腔ジスキネジアによる
不随意運動のため上顎右側側切歯の抜歯を
静脈内鎮静法下に対応した症例

○熱田 遼 1）、 今渡 隆成 1）、

1）医療法人仁友会日之出歯科真駒内診療所

認定P-15

薬剤関連顎骨壊死ステージ3の要介護高齢者に対し
訪問診療下で, 感染症重症化の回避, 腐骨除去術を
行い症状改善に至った症例

○岩男 恵理子 1）、 藤井 航 2）

1）医療法人福和会 和泉二島予防歯科クリニック

2）九州歯科大学歯学部歯学科 摂食嚥下リハビリテーション学分野

認定P-16

意識障害患者の下唇咬傷に対するマウスピースの
有用性

認定P-17

○小野沢 仁美 1）、 飯田 貴俊 2）

1）神奈川歯科大学全身管理歯科学講座高齢者歯科学分野

2）北海道医療大学歯学部生体機能・病態学系 摂食機能療法・加齢歯科学分野

右側頬部の外歯瘻を機に歯科受診に至り
口腔健康管理に繋がった1例

認定P-18

○高濱 達生 1,2）、 森崎 重規 2）

1）医療法人 翔優会 大分駅北クリニック

2）医療法人 鶴岡クリニック

下咽頭癌術後に片側咽喉頭感覚の低下を伴う器質的な
咽頭期障害患者に対し，摂食嚥下リハビリテーションが
有効であった症例

認定P-19

○空閑 阿礼 1）、 伊藤 加代子 1）

1）新潟大学医歯学総合病院口腔リハビリテーション科

若年性アルツハイマー型認知症により摂食嚥下障害を
発症して胃瘻となった患者に対し，歯科の介入で
経口摂取を行っている一例

認定P-20

○白石 裕介 1,2）、 藤井 航 1,3）

1）九州歯科大学附属病院口腔リハビリテーションセンター

2）医療法人はしもと歯科クリニック

3）九州歯科大学摂食嚥下リハビリテーション学分野

新型コロナウイルス感染症罹患後に重度嚥下障害を
呈したアルツハイマー型認知症患者に対する
摂食嚥下リハビリテーションの症例

認定P-21

○遠藤 眞央 1）、 阪口 英夫 1,2）

1）永寿会恩方病院歯科

2）永寿会陵北病院歯科

進行性核上性麻痺患者の摂食嚥下管理症例認定P-22

○森谷 圭介 1）、 内藤 徹 2）

1）みずどり歯科医院

2）福岡歯科大学 高齢者歯科学分野

パーキンソン病患者に発生した舌癌術後の
嚥下機能障害に対し嚥下訓練を行った症例

認定P-23

○山田 順子 1）、 髙橋 一也 2）

1）京丹後市立久美浜病院

2）大阪歯科大学高齢者歯科学講座

禁食となっていた高齢脳性麻痺患者の
全量経口摂取が可能になった症例

認定P-24

○濵田 雅弘 1）、野原 幹司 2）

1）大阪大学歯学部附属病院 顎口腔機能治療部

2）大阪大学大学院歯学研究科 顎口腔機能治療学講座

経口摂取困難と判断されたParkinson病患者に対し
摂食嚥下リハビリテーションを実施した１例

認定P-25

○芳村 竜秀 1）、石田 瞭 1）

1）東京歯科大学水道橋病院摂食嚥下リハビリテーション科

認定P-26 脳血管障害後の重度嚥下障害に対し口腔衛生管理と
摂食嚥下リハビリテーションで経口摂取を再開した症例

○竹之下 美穂 1）、 大野 友久 1）

1）医療法人永寿会 陵北病院 歯科診療部

脳出血後に歯科訪問診療にて摂食嚥下リハビリテーション
および口腔機能管理を行い、経口摂取を確立した症例

○内田 有俊 1）、 戸原 玄 1）

1）東京科学大学摂食嚥下リハビリテーション学分野

認定P-27

外傷性両側舌咽・迷走神経不全麻痺に伴う重度摂食
嚥下障害に対し，摂食嚥下リハビリテーションを行い
常食摂取が可能となった症例

○佐藤 理加子 1,2）、 谷口 裕重 2）

1）新潟大学大学院医歯学総合研究科包括歯科補綴学分野

2）朝日大学歯学部口腔病態医療学講座摂食嚥下リハビリテーション学分野

認定P-28

大動脈解離術後，両側声帯麻痺と食道蠕動運動障害を
認めた患者に対し，早期の嚥下機能評価，訓練を行い
経口摂取を継続した症例

認定P-29

○伊藤 郁乃 1）、 植田 耕一郎 1）

1）日本大学歯学部摂食機能療法学講座

身体アセスメントおよび摂食嚥下障害から神経筋
疾患を疑い，診断に至ったパーキンソン病の一例

認定P-30

○八尾 有紀 1）、 戸原 玄 1）

1）東京科学大学 大学院医歯学総合研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野

口腔底癌切除後の舌欠損および舌運動機能低下に
起因する咀嚼障害に対して，舌接触補助床および
顎義歯を製作した症例

認定P-31

○村上 和裕 1）、 堀 一浩 1）

1）新潟大学大学院医歯学総合研究科 包括歯科補綴学分野

上顎部分切除後の歯肉癌患者に対して開口訓練と
顎義歯製作を行い口腔機能を回復した症例

認定P-32

○河崎 雅弘 1）、 柏﨑 晴彦 2）

1）九州大学病院 咬合補綴科

2）九州大学大学院歯学研究院高齢者歯科学・全身管理歯科学分野

左上顎骨薬剤関連顎骨壊死に対する部分切除術後に
顎補綴治療を行った症例

認定P-33

○椎名 哲郎 1）、吉田 光由 1）

1）藤田医科大学医学部歯科・口腔外科学講座

Parkinson病と網膜色素変性症を有する患者に
対して抜歯を行い、補綴治療を行った症例

認定P-34

○田上 理沙子 1）、古屋 純一 2）

1）昭和医科大学歯学部 口腔健康管理学講座 口腔機能管理学部門

2）昭和医科大学大学院 歯学研究科 口腔機能管理学分野

糖尿病のコントロールが不良となっている患者に対し，
義歯製作ならびに口腔機能訓練を行った症例

認定P-35

○堀之内 玲耶 1）、西 恭宏 1）

1）鹿児島大学 大学院医歯学総合研究科 口腔顎顔面補綴学分野

外来診療においてパーキンソン病発症患者に
義歯新製と口腔機能管理を行った症例

認定P-36

○戸澤 聖也 1）、西 恭宏 1）

1）鹿児島大学大学院医歯学総合研究科口腔顎顔面補綴学分野

上咽頭癌術後の機能障害に対して軟口蓋挙上装置を
作製し経口摂取を再開した症例

認定P-37

○石宮 舞 1）、長谷 剛志 1,2）

1）金沢大学附属病院 歯科口腔外科

2）公立能登総合病院 歯科口腔外科

アルツハイマー型認知症患者に対しバーアタッチメント
を用いた義歯を製作し咀嚼状態を改善し身体機能を
維持した症例

認定P-38

○壁谷 玲 1）

1）ひがし林間歯科
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摂食審査 P　摂食機能療法専門歯科医師審査ポスター
2026年6月12日（金）14:30～16:10　ポスター会場1　10F 1004-1007

認定P-39 舌癌術後に摂食嚥下リハビリテーション、舌接触補助
床作製、義歯作製を行い、経口摂取を確立した症例

○堀家 彩音 1）、 戸原 玄 1）、

1）東京科学大学 摂食嚥下リハビリテーション学分野

脳性麻痺による不随意運動を有する患者に対し
義歯製作を行い咀嚼機能改善を得た症例

○堤 貴司 1）、 内藤 徹 1）、

1）福岡歯科大学 総合歯科学講座

認定P-40

可撤性床義歯に馴染めず口腔衛生状態不良であった
大動脈弁狭窄症患者に対し周術期口腔管理を契機に
口腔内環境の改善を試みた一例

○前田 あずさ 1）、 縄稚 久美子 2）

1）岡山大学学術研究院医歯薬学域 インプラント再生補綴学分野

2）岡山大学病院 歯科・口腔インプラント科部門

認定P-41

歯科受診が13年途絶えていた視覚障害を有する要支援
高齢者に義歯製作を行い口腔機能の改善を試みた症例

認定P-42

○工藤 桃子 1）、 縄稚 久美子 2）

1）医）いなだ歯科クリニック

2）岡山大学病院 歯科・口腔インプラント科部門

心原性脳塞栓症後嚥下障害患者の先行期・口腔期障害
に対し，多職種連携による摂食機能療法で3食経口摂取
へ移行した一例

摂食審査
P-01

○道津 友里子 1）

1）福岡大学病院摂食嚥下センター

摂食嚥下障害の病態診断から原疾患の診断に至った
症例

摂食審査
P-02

○真柄 仁 1,2）

1）新潟大学医歯学総合病院 摂食嚥下機能回復部

2）新潟大学医歯保健学研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野

口腔相を中心とした嚥下障害患者に対し，リハビリテ
ーションと並行して補綴的アプローチを行った症例

摂食審査
P-03

○小谷 朋子 1）

1）川口きゅうぽらリハビリテーション病院

摂食機能療法介入中にパーキンソン病の診断が
された舌癌術後患者の一症例

摂食審査
P-04

○加藤 陽子 1,2）

1）日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

2）日本歯科大学附属病院口腔リハビリテーション科

誤嚥性肺炎を繰り返す頭頸部領域の重複癌術後患者
に対し，電気刺激療法を含む訓練を施行した１例

摂食審査
P-05

○中島 純子 1）

1）東京歯科大学オーラルメディシン・病院歯科学講座

摂食更新 P　摂食機能療法専門歯科医師更新ポスター
2026年6月12日（金）14:30～16:10　ポスター会場1　10F 1004-1007

呼吸機能改善アプリの開発〜同大工学部における
「創成プロジェクト」での活動

摂食更新
P-01

○久松 徳子 1）

1）長崎大学病院

訪問歯科診療における摂食機能療法専門歯科医師の
活動の概要と課題

摂食更新
P-02

○藤岡 早苗 1,2）

1）医療法人社団立靖会 ラビット歯科

2）九州歯科大学附属病院 口腔リハビリテーションセンター

介護施設入所者の咀嚼運動に影響する因子の検討
ー２年間の追跡研究ー

摂食更新
P-03

○中山 渕利 1）、 戸原 玄 2）、 阿部 仁子 1）、 木村 将典 1）

島 楓佳 1）、 米永 一理 1）

1）日本大学歯学部 摂食機能療法学講座

2）東京科学大学 医歯学総合研究科医歯学系専攻老化制御学講座

   摂食嚥下リハビリテーション学分野

終末期摂食嚥下支援における家族の葛藤への
心理的介入の一例

摂食更新
P-04

○加地 彰人 1）、 福田 泉 1）

1）医療法人あき歯科医院

摂食機能療法専門歯科医師としての
地域における活動

摂食更新
P-06

○平塚 正雄 1,2,3）

1）医療法人 社団 秀和会 小倉北歯科医院・小倉南歯科医院

2）沖縄県口腔保健医療センター

3）福岡歯科大学 成長発達歯学講座 障害者

急性期総合病院における摂食機能療法専門歯科
医師の活動報告

摂食更新
P-07

○田頭 いとゑ 1）

1）埼玉石心会病院

病院と在宅のギャップを埋める地域一体型嚥下リハの実践
～武蔵村山地域における当院の20年の歩みと現状～

摂食更新
P-09

○元橋 靖友 1）

1）社会医療法人財団大和会 武蔵村山病院 歯科

低舌圧と基本チェックリストにおける
抑うつ気分との関連性

摂食更新
P-10

○吉川 峰加 1）

1）広島大学大学院医系科学研究科先端歯科補綴学

多職種による摂食嚥下リハビリテーションに関する
教育活動とその国際的展開

摂食更新
P-11

○古屋 純一 1）

1）昭和医科大学歯学部口腔健康管理学講座口腔機能管理学部門

パーキンソン病患者の体重減少：経口内服薬治療と
デバイス補助療法の影響差について

摂食更新
P-12

○梅本 丈二 1）

1）福岡大学病院摂食嚥下センター

後期高齢者歯科健診によるフレイルのリスク低減に
向けた研究

摂食更新
P-13

○佐川 敬一朗 1,2,4,5）、越路 千佳子 2,4）、駒橋 武 2,4）

鈴木 定幸 2,4）、若林 竹彦 3,4）、菊谷 武 5）

1）佐川歯科医院

2）一般社団法人鹿沼歯科医師会

3）一般社団法人足利歯科医師会

4）一般社団法人栃木県歯科医師会

5）日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

多職種での摂食嚥下障害サポートを円滑に
進めるための研修会の実施

摂食更新
P-14

○尾崎 由衛 1）

1）歯科医院 丸尾崎

当附属病院における頭頸部腫瘍患者への連携
〜錠剤嚥下障害の実態調査〜

摂食更新
P-15

○藤井 航 1）

1）九州歯科大学摂食嚥下リハビリテーション学分野

地域における食支援と多職種連携の取り組み摂食更新
P-08 ○齋藤 貴之 1,2）

1）たのしみ歯科

2）東京歯科大学口腔健康科学講座　摂食嚥下リハビリテーション研究室

地域医療および障害者歯科医療における
摂食機能療法専門歯科医師としての活動

摂食更新
P-05

○加藤 喜久 1）

1）医療法人社団秀和会 小倉北歯科医院



加齢性嚥下機能低下を伴う高齢者における低舌圧・
サルコペニアの併存と咽頭残留の関連

摂食更新
P-31

○古屋 裕康 1）

1）日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

浜松地域における多職種を対象とした摂食嚥下に
関する教育・啓発活動

摂食更新
P-32

○野本 亜希子 1）

1）浜松市リハビリテーション病院 歯科

訪問歯科診療を通して行った
摂食機能療法専門歯科医師としての活動

摂食更新
P-34

○横山 薫 1）

1）ひがし林間歯科

横浜市保土ヶ谷区疾患別医療・介護連携事業における
摂食嚥下に関する活動について

摂食更新
P-35

○佐々木 力丸 1）

1）抱星デンタルクリニック

摂食嚥下臨床に関わる歯・医・工連携研究の
取り組みとその成果

摂食更新
P-37

○吉見 佳那子 1）

1）東京科学大学大学院医歯学総合研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野

新設の介護老人福祉施設における摂食嚥下
リハビリテーションシステムの立ち上げ（活動報告）

摂食更新
P-38

○礒田 友子 1）

1）日本歯科大学

過去5年間における研究指導を含む摂食嚥下
リハビリテーションに関する研究活動報告

摂食更新
P-39

○中根 綾子 1）

1）JCHO東京新宿メディカルセンター

当院の周術期管理における摂食嚥下の関わり方に
ついて検討したので報告する

摂食更新
P-41

○東 倫子 1）

1）岡山大学病院スペシャルニーズ歯科センター

ミールラウンドでの臨床実地による歯科医療従業者
への摂食嚥下リハビリテーション技術研修

摂食更新
P-40

○新藤 広基 1）

1）新藤歯科医院

4）啓発活動（所属機関や地域における活動）
福岡県で食支援に関わる多職種により
構成された会の活動と課題

摂食更新
P-42

○岩佐 康行 1）

1）原土井病院 歯科

地域での開業歯科医師向けに開催している
嚥下内視鏡検査における内視鏡操作の実技研修に
ついての報告

摂食更新
P-36

○菅 武雄 1）

1）神奈川歯科大学附属横浜クリニック

ICTを用いた遠隔での嚥下臨床指導摂食更新
P-33 ○中川 量晴 1）

1）東京科学大学大学院医歯学総合研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野

歯科訪問診療における摂食嚥下リハビリテーションの
意思決定に関する研究活動の報告

摂食更新
P-17

○山口 浩平 1）

1）東京科学大学大学院 摂食嚥下リハビリテーション学分野

スタディグループ：ツナゲルド会の活動第２報摂食更新
P-18 ○若杉 葉子 1）

1）医療法人社団悠翔会

「第16回歯科プレスセミナー」シンポジストとしての
参加

摂食更新
P-19

○花形 哲夫 1）

1）日本老年歯科医学会

脳卒中回復期患者における口腔機能の改善と
経口摂取への影響：歯科介入を伴う前向き研究

摂食更新
P-20

○松尾 浩一郎 1）

1）東京科学大学

地域に根ざした嚥下機能低下予防の取り組み
民間ボランティアセンターと歯科外来栄養相談の
連携実践報告

摂食更新
P-21

○小林 健一郎 1）

1）こばやし歯科クリニック

歯科医院における摂食嚥下障害に対する
臨床指導について

摂食更新
P-22

○村田 尚道 1）

1）療法人社団湧泉会 ひまわり歯科

コロナ禍後に再開した岐阜県嚥下障害研究会
〜その活動報告と課題〜

摂食更新
P-23

○玄 景華 1）

1）朝日大学歯学部障害者歯科

嚥下おでこ体操がオトガイ舌骨筋の筋断面積と
輝度に与える影響超音波診断装置を用いた評価

摂食更新
P-24

○小川 奈美 1）

1）坂上デンタルオフィス

介護老人福祉施設における地域歯科医師会と協働して
行ったミールラウンドおよびカンファレンスの取り組み

摂食更新
P-26

○戸原 雄 1）

1）日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

歯学部障がい者歯科教員として行った摂食機能療法専門
歯科医師の専門性に基づいた教育活動についての報告

摂食更新
P-28

○安田 順一 1）

1）岐阜県口腔保健センター障害者歯科診療所

摂食嚥下障害を伴う施設在住高齢者の食形態維持に
影響する因子の検討―後ろ向きコホート研究―

摂食更新
P-29

○高橋 賢晃 1）

1）日本歯科大学 口腔リハビリテーション 多摩クリニック

地域歯科保健医療センターにおける
摂食嚥下障害患者支援の取り組み

摂食更新
P-30

○福井 智子 1）

1）杉並区歯科保健医療センター

啓発活動（所属機関や地域における活動）報告摂食更新
P-27 ○保母 妃美子 1）

1）日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

岐阜県多“食”種連携研究会の活動報告摂食更新
P-25 ○谷口 裕重 1）

1）朝日大学歯学部 摂食嚥下リハビリテーション学分野

歯学部教員として歯学部学部生を対象におこなった
摂食機能療法専門歯科医師の専門性に基づいた
教育活動についての報告

摂食更新
P-16

○奥野 健太郎 1）

1）大阪歯科大学 高齢者歯科学講座
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marubun＆Co.株式会社

株式会社mil-kin
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メディア株式会社
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株式会社ヨシダ

株式会社吉野家

ライオン歯科材株式会社

株式会社ライフ

株式会社ロッテ

〈書籍展示〉

医歯薬出版株式会社

クインテッセンス出版株式会社

株式会社デンタルダイヤモンド社

株式会社 永末書店

〈International Networking
 Reception
 Sponsored by LOTTE〉

株式会社ロッテ
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